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序     文 
 
ドミニカ共和国の基礎教育課程である1～8年生の純就学率は、1999年代の約10年間で30％弱の

伸びを示し2002-2003年には91％まで向上したものの、修了率は60％と低迷していました。学力に
関しても、2000年ユネスコにより実施された算数学力試験（中米・カリブ地域3、4年生対象）に
おいて参加13カ国中11位に留まり、また、2001-2002年に教育省が実施した4年生の統一試験結果に
おいても算数科の基礎学力不足が明らかになりました。 
このような状況から、ドミニカ共和国政府は教育の質向上の必要性を強く認識するに至り、わ

が国に対し協力を要請、2002年より基礎教育分野の専門家、青年海外協力隊、シニアボランティ
アの派遣が開始されました。特に青年海外協力隊活動においては、現職教員を対象とした研修会

の実施や教員参考書、問題集サンプル等が作成され、同国政府から高い評価を得ました。 
これらの活動を踏まえ、ドミニカ共和国政府よりわが国に対して技術協力プロジェクトによる

協力が要請され、2005年5月より「ドミニカ共和国算数指導力向上プロジェクト」が開始されまし
た。本プロジェクトは、「ホンジュラス国算数指導力向上プロジェクトフェーズⅠ」にて開発され

た初等算数科の教材を活用して、ドミニカ共和国のカリキュラムや学校の現場に即した教材の作

成と、教材作成を通じた中核人材の能力向上をめざして活動してきました。 
本調査は、2010年5月のプロジェクト終了を控え、ドミニカ共和国政府及び関係機関とともに、

活動の進捗、実績の確認や、DAC評価5項目に基づいた評価、今後の方向性にかかる協議を目的と
し、2010年2月にJICA人間開発部課題アドバイザー西方憲広国際協力専門員を団長として実施しま
した。本報告書は、同調査団による評価結果等を取りまとめたものです。 
ここに、本調査にご協力をいただいた内外の関係者の方々に深い謝意を表するとともに、引き

続き一層のご支援をお願いする次第です。 
 
平成22年5月 

 
独立行政法人国際協力機構 

人間開発部長 萱島 信子 
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終了時評価調査結果要約表 
作成日：2010年2月12日 

担当部：人間開発部基礎教育第二課 

１．案件の概要 

国名：ドミニカ共和国 案件名：算数指導力向上プロジェクト 

分野：基礎教育 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：人間開発部基礎教育グループ基礎
教育第二課 

協力金額：約1億円 

（R/D）：2005年5月10日～ 相手国実施機関：教育省 協力期間 

2010年5月9日（5年間） 日本側協力機関：筑波大学等 

１－１ 協力の背景と概要 
ドミニカ共和国（以下、「ド」国と記す）の基礎教育課程（1～8年生：6～13歳）純就学率は、

1990年代の10年間で30％弱の伸びを示し2002-2003年には91％までの普及を果たしたものの、修
了率は未だ60％（2002年）と低迷していた。2000年にユネスコが中米・カリブ地域にて実施し
た小学3、4年生対象の算数学力試験では、ドミニカ共和国の結果は参加13カ国中11位に留まっ
た。また、2001-2002年に実施された4年生の教育省統一試験結果でも算数の基礎学力不足が指摘
されている。 
このような状況から、「ド」国は教育の質向上の必要性を強く認識するに至り、「ド」国教育

省は、教員の算数指導力の向上のための協力をわが国に対して要請した。これを受け、JICAは
2002年より基礎教育分野セクターの専門家やシニアボランティア（Senior Volunteer：SV）、青年
海外協力隊（Japan Overseas Cooperation Volunteers：JOCV）の派遣を開始し、現職教員を対象と
した算数教育各種研修会の実施や、教員参考書、問題集サンプルを作成する等の活動が行われ
た。 
これらの段階を踏まえ、「ド」国政府よりわが国に対して同分野への技術協力プロジェクトが

要請され、2005年5月より「算数指導力向上プロジェクト」が開始された。本プロジェクトは、
「初等教育算数科1年生から4年生の教師用指導書及び児童用作業帳が改編され作成される」こ
とをプロジェクト目標として、ホンジュラスの技術協力プロジェクト「算数指導力向上プロジ
ェクト（Proyecto para el Mejoramiento de la Enseñanza Técnica en Matemáticas en la República de 
Honduras：PROMETAM）」にて開発した初等算数科教材を活用し、「ド」国のカリキュラム及び
学校の現場に即した算数科の教師用指導書、児童用作業帳（教材）の開発と人材育成を行って
きた。 
本終了時評価調査は、2010年5月の終了を控え、「ド」国と合同で、これまでの活動の実績や

進捗、成果の確認やプロジェクト目標達成度の評価を行い、協力予定期間終了までの活動に対
する提言、及び今後類似事業の実施にあたっての教訓を導くことを目的として実施された。 
 
１－２ 協力内容 
（１）上位目標 
初等教育第1サイクル（1年生-4年生）における教員の算数指導力が向上する。 

（２）プロジェクト目標 
初等教育1年生から4年生までの教師用指導書及び児童用作業帳が作成される。 

（３）成果 
成果１：コアグループの算数教育に関する能力（教材開発、教員研修、モニタリング等）が

向上される。 



成果２：ドミニカ共和国の教育事情に即した初等教育1年生から4年生までの教師用指導書、
及び児童用作業帳がバリデーション（試用・検証）版として作成され、バリデーシ
ョン用の各教材が最終版として改訂される。 

（４）投入（評価時点） 
日本側： 

短期専門家派遣 3名（指導科目：研修システム、教育評価、授業改善） 
機材供与 約226万7,000円 
在外事業強化費 約4,695万円 
本邦研修 延15名（2005～2008年度） 
在外広域研修 延39名（2006～2009年度） 
※ なお、2007年5月より教育セクターの個別専門家（基礎教育プログラム強化）が「ド」

国に派遣され、業務の一環として本プロジェクトにおける「ド」国側の関係者と事
務所、広域専門家との連絡調整、また他スキームとの調整を行っている。 

ドミニカ共和国側： 
コアグループ配置 7名（教育省技官5名、国家教員養成研修機関（INAFOCAM）職員1
名、サンティアゴ08-05地区教育事務所技官1名） 
プロジェクト運営に必要な経費 
※ プロジェクトに必要な施設・事務スペース、車両の維持にかかる経費（運転手、燃

料、保険等）等 

２．評価調査団の概要 

調査者 団  長：西方 憲広 JICA国際協力専門員/人間開発部課題アドバイザー 
広域協力：村田 敏雄 ホンジュラスPROMETAMⅡ チーフアドバイザー 
協力計画：前田 佳代子 JICA人間開発部基礎教グループ基礎教育教員第二課 
評価分析：高橋 悟 有限会社 アイエムジー 上席研究員 

調査期間 2010年01月30日〜2010年02月18日 評価の種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 
（１）成果の達成状況 
 成果1：算数教育（教材作成、研修、モニタリング）に関するコアグループの能力が向上す
る。 
成果1は、広域研修での試験結果に加え、技術指導を行った日本人専門家へのヒアリングや

国内における研修実績等を踏まえ、成果は達成されたとの結論に達した。調査結果詳細は次
のとおりである。 

【指標：広域研修の結果】 
 教材開発能力を中心に各国コアグループの能力強化を目的に行われた広域研修では、研修前
後で試験が行われ、「ド」国からの参加者ついて、2008年度は14％、2009年度は54％の向上
が見られた。 

 ただし、モニタリング能力については、コアグループのメンバーが本来業務多忙で限定的に
しかモニタリングを実施できなかったため特段の成果は認められなかった。 

 
 成果2：バリデーション用の教材が作成され、最終版が出来上がる。 

成果2について、教育省コアグループにより教材が作成され、最終版である成果品を確認し
た。詳細は次のとおりである。 

 
 



【指標：成果品】 
教材のバリデーション（試用・検証）は以下の期間に実施され終了した。 
作業／ 
学年 

1年生 2年生 3年生 4年生 

作成 2005年5月－ 
2007年5月 

2005年5月－ 
2007年8月 

2007年8月－ 
2008年5月 

2007年8月－ 
2008年7月 

試用・検証 2007年9月－ 
2008年6月 

2007年9月－ 
2008年6月 

2008年9月－ 
2009年7月 

2008年9月－ 
2009年7月 

最終修正 2008年3-7月 2008年4-7月 2009年3-7月 2009年4-7月 

 
（２）プロジェクト目標の達成状況 
 プロジェクト目標：基礎教育1-4年生の教師用指導書と児童用作業帳が改訂され作成される。
プロジェクト目標は、教材が作成され、教育省により承認されたことを以って達成されたと判
断した。詳細は次のとおりである。 
【指標：教師用指導書と児童用作業帳の教育省による承認】 
 教材は教育省によって承認された。 
 現在教育省は、ラテンアメリカ教育コミュニケーション機構（Instituto Latinoamericano de la 

Comunicación Educativa：ILCE）へ教材について外部コメントを依頼中である。 
 教材の配布に関しては、ILCEのコメント取り付けが省内手続き上必要であるとのこと。教

育大臣は同コメントを踏まえて今後の教材活用につき検討し、コメントが良好であった場
合には他地域への配布を行いたい旨を表明した。 

 
（３）上位目標の達成状況 
 上位目標：基礎教育第1サイクル（1年生-4年生）の教員の算数指導力が向上する。 
【指標：授業分析の結果】 
 今回調査において地方教育事務所技官、教員、保護者から聞き取り調査を行ったところ、教
員の算数指導力が向上し、児童の学ぶ姿勢に良好な変化が生まれていることが確認された。

 こうした定性的な変化に加えて、本プロジェクトでは児童を対象に学力テストを実施し、児
童の学びの変化を定量的に測定した。その結果、本プロジェクトで作成された教材を使っ
て勉強した児童のほうが、教材を全く使用しないで勉強した児童よりもテストのスコアが
統計的有意差をもって高いことが明らかになった。 

 これらは教員が着実にプロジェクト開発教材の使用方法を習得し、自らの算数指導力を向上
させている証左といえる。 

 なお、算数の授業分析の結果については、全体的には顕著な変化は認められなかったが、指
導書の効果的な使用に関しては改善傾向が確認された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３－２ 評価結果の要約 
評価5項目の観点から、「高い」、「中程度」、「低い」の3段階で評価を行った。 

項目 評価 判断基準（根拠） 
妥当性 中程度  本プロジェクトは「ド」国の開発戦略及び教育計画と合致してい

る。 
 本プロジェクトはターゲットグループ（教育省技官、地方教育事
務所技官、学校教員及び児童）のニーズと合致している。 

 本プロジェクトは日本のODA政策と整合している。 
 ただし以下のようなプロジェクト設計上の問題があった。 

 開始当初在「ド」国の長期専門家が不在であったこと。 
 教育省下の専門機関であり教員研修を計画・調整する

INAFOCAMが実施機関となったことから、特に教育本省の
中間意思決定層（局長レベル）の関与がそれ程多くなかった
こと。 

 児童用作業帳の省内での活用戦略が不明確なままプロジェ
クトを開始したこと。 

有効性 高い  本プロジェクトの目標（教材の作成・承認）は達成された。 
 1-4年生用の教材は教育省により承認された。現在、教育省より

ILCEへ内容についてコメントを依頼中である（ILCEからのコメ
ントを受領後、大規模配布を検討予定との大臣発言あり）。 

 算数指導に関するコアグループの能力については、教材開発と研
修実施能力については定性的・定量的に一定の向上が認められ
た。ただしモニタリング能力については、彼らが本来業務多忙で
限定的にしかモニタリングが行われなかったため特段の成果は
認められなかった。 

効率性 中程度  投入（人材、資機材、経費）はプロジェクト実施の不可欠な要素
となっている。一方、開始当初のプロジェクトの設計と運営管理
に起因する要因が効率的な事業実施を妨げたといえる。 
 開始時の在「ド」国長期日本人専門家の不在 

→調整者不在による空白・停滞期間の発生 
 教育省中間意思決定層の関与がそれ程多くなかった。 

→教育省下の専門機関INAFOCAMが実施機関であったた
め、教育省内でのプロジェクトの認知度とステータスが必
ずしも高くなかった。 

 「ド」国側関係者の人事異動 
インパ
クト 

高い  次のようなインパクトが確認された。 
 教員の算数指導力が向上し、児童の学ぶ姿勢に良好な変化が
生まれている。保護者からも教材内容の良さ、児童の家庭学
習の変化について肯定的なコメントあり。 

 教材を使って勉強した児童のほうが使用せずに勉強した児
童よりも学力テストの点数が統計的有意差をもって高いこ
とが確認された。 

 コアグループメンバー2名が、大学の教職課程の授業におい
て教材を活用中。 

 



 対象地域（サンティアゴ、サント・ドミンゴ、アスア、サン
ペドロ）以外の地方教育事務所からも教材の配布・活用を切
望する声が高い。 

 イベロアメリカ機構から本プロジェクトに対し、教材供与と
研修参加の正式要請あり（モンテプラタ県での自らのプロジ
ェクトにて活用したいとの意向）。 

自立発
展性 

中程度  以下のとおり、良好な点と、未決の点がある。 
 コアグループのメンバーが今後も算数教育にかかわる限り、
「ド」国の算数指導力向上の基盤は存続すると思料される。

 ILCEのコメントを受領し、それが良好な場合には教材の大
規模配布を行う予定と教育省大臣は発言した（ただし、JICA
事務所のフォローは不可欠である）。 

 プロジェクト終了後の教材使用法にかかる研修について、具
体的な計画（いつ、誰が、どこで、どのように、いくらで等）
が作成されていない。 

 今後の教材普及と研修実施を担当する組織（教育省の局か
INAFOCAMなのか）が予算措置も含めて不明である。 

 
３－３ 効果発現に貢献した要因 
 本プロジェクトが「ド」国政府（教育省）のニーズに対応していること。 
 本プロジェクトが算数教育における教員と児童のニーズに対応していること。 
 日本人専門家によって行われた広域研修及び日本の経験に基づいて提供された指導・助言。
域内の他国と経験を共有できたこと。 

 プロジェクト実施に際してのコアグループや地方教育事務所技官、教員ら関係者の熱意。 
 
３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 
 開始から約1年間、日本人長期専門家が不在のまま、ローカルコンサルタントやJOCV、ホン
ジュラス広域プロジェクト専門家の出張ベースでの支援により本プロジェクトは実施され
た。このような日本側実施体制下ではプロジェクト活動の進捗管理が難しく、また、コアグ
ループの能力向上にも停滞が見られた。（プロジェクト開始後2年を経て基礎教育プログラ
ム強化個別専門家が派遣され、業務の一環としてプロジェクトをサポートした。） 

 「ド」国側コアグループである教育省技官6名のうち2名が部署異動となりプロジェクト活動
への参加が困難となったため、他のコアグループメンバーへの負担がかかり、モニタリング
活動が満足に実施できない等、プロジェクト活動に遅延、制約が発生した。 

 プロジェクトの研修を受講したパイロット地区教育事務所技官が部署異動となり、研修受講
経験を本プロジェクトのパイロット校教員に伝達する機会を逸するというケースがあった。

 プロジェクト開始当初、プロジェクト開発教材の位置づけについて日本側「ド」国側双方の
認識が異なっていた。すなわち、日本側では全国配布前提の国定教材との理解であったが、
「ド」国側では数ある国定教材の一つであると理解していた。そのため、プロジェクト経験
を将来的にどのように活用していくか関係者で明確なビジョンが決定できないままプロジ
ェクトを実施することとなった。 

 
３－５ 結論 
本プロジェクトの目標（基礎教育1-4年生の教師用指導書と児童用作業帳が改訂され作成され

る）は達成されていることが確認された。また、上位目標（基礎教育第1サイクルの教員の算数
指導力が向上する）についても改善の傾向が認められており、さらに児童の学力が向上したこ



とも定量的に確認された。 
他方、プロジェクト終了後には現職教員継続研修戦略内での人材および教材の活用が決定され
ているものの、他の地域への教材の普及（印刷・配布・使用法についての研修実施）にかかる
政策決定がなされていないということに課題が残っている。 
 
３－６ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 
 計画されたプロジェクト活動の完了 
プロジェクトの終了までの期間、以下の活動を終了させるべく、コアグループのプロジェク
ト活動時間を保証すること。 
・ 研修準備と実施、（教材）普及のための戦略策定 
・ 2010年3月20日に予定された国家セミナーの実施 
・ 2010年4月に予定されている広域「算数大好き！」プロジェクトの実施する広域研修へ

の参加 
 教育政策へのプロジェクト経験の反映 
基礎教育分野算数科児童の学習の質改善に資するためのプロジェクトの成果（メソッド、教
材、研修プログラム、その他）を、2010年から2012年にかけて計画されている教育省の「現
職教員継続研修戦略」に取り込むこと。 

 プロジェクトにより強化された人材のよりよい活用 
・ プロジェクト終了までに予定された活動を終了できるように、すべてのプロジェクト関
係者を現ポジションに留め置き、プロジェクト活動時間を十分に確保すること。 

・ プロジェクト終了に伴い、コアグループによる他地域への普及が継続的に実施されるよ
う、現実施体制が維持されること。 

 教材の普及戦略案の策定 
・ 教師用指導書と児童用作業帳の印刷と配布 
・ 教師用指導書と児童用作業帳の使用に関する研修 
・ その他 

 新規教員養成課程での教材の活用 
・ 高等教員養成校をはじめとする新規教員養成機関で教材を使用すること。 

 
３－７ 教訓（当該プロジェクトから導き出された他の類似プロジェクトの発掘・形成、実施、

運営管理に参考となる事柄） 
 プロジェクト活動を通した人づくりへの貢献 
教育省カリキュラム局技官を中心とするコアグループの能力向上について、教材開発能力以
外にも、仕事への取り組み方（他メンバーの考えを聞き学ぼうとする姿勢、自分の知らなか
ったことを学ぼうとする姿勢、チームとしての活動の仕方等）にプロジェクト開始時と比較
して大きな変容が確認された。チームでの活動を通じて結果的にコアキャパシティーが強化
されたといえる。 

 教育省技官と現職教員によるコアグループ編成の有効性 
国家カリキュラムの実現に向けて業務を遂行する、専門性の高い教育省技官と、十分な教科
知識と教育現場の経験を持ち、授業改善をめざして常に教員の目線で考える教員が協働して
教材開発に取り組むことで、質の高い教材が作成された。上記の経験から、類似プロジェク
ト実施の際には、国家レベルと現場レベルの人材をコアグループとし、政策と実務の両方の
視点を取り込むような設計が有効といえる。 

 日本側実施体制（長期専門家投入の重要性） 
日本人長期専門家不在の実施体制下ではプロジェクト活動の進捗管理が難しく、また、コア
グループの能力向上にも停滞が見られた。専門家派遣以降は問題が大幅に改善された。更に



プログラムの観点から協力隊事業との調整等も可能となりプロジェクトに好影響を与えた。
上記の経験から、技術協力プロジェクト実施上日本人長期専門家の果たす役割は非常に大き
いと考えられる。類似プロジェクト策定の際にはプロジェクト開始当初からの日本人長期専
門家の派遣が必須と考えられる。 

 広域各国のコアグループの継続的な広域研修への参加 
広域研修の実施は、各国からの参加者の間での情報・意見交換を活発にし、個人の視野の拡
大や専門性の向上、参加国間の人的ネットワークの構築等に貢献した。学校教育は内政的な
事業であり、一般に教育関係者が他国の教育へ関心を持つことは少ない。しかし、広域協力
の実施により、コアグループが他国から学びを得、自国の教育を客観的に捉えることが可能
になったといえる。 

 コアグループメンバーの継続性による広域協力効果の発現 
本プロジェクトは2006年4月以降、中米カリブ「算数大好き」広域プロジェクトの一環とし
て実施されるようになった。この枠組みでは算数教育関連の技術指導が内容積上型の広域研
修による集中指導と広域専門家による定期的な訪問指導に限定された。しかし、コアグルー
プは数少ない技術指導の機会を十分に活用して知識と技術の習得に励み、それらの蓄積を教
材開発や教員研修実施に活かすことに成功した。人事異動が比較的頻繁に行われる同国にあ
って、ほぼすべての関係者が一貫してプロジェクト活動に従事することで、広域協力の効果
は計画どおり発現されたものと思われる。 
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１．Outline of the Project 

Country：Dominican Republic Project Title：The Project for the Improvement of 
Quality of Teaching in Mathematics  

Issue/Sector：Primary Education Cooperation Scheme：Technical Cooperation Project

Division in Charge ： Human Development 
Department 

Total Cost：100 million yen 

（R/D）：10 May, 2005 Partner Country’s Implementation Organization：
Ministry of Education 

Period of 
Cooperation 

9 May, 2010（5 years） Supporting Organization in Japan ： Tsukuba
University  etc. 

１－１ Background of the Project 
 The net enrolment rate of primary education（1st to 8th grade）in Dominican Republic reached 
91% in 2003, however, its completion rate still remained at low level（60 % in 2002）.  In 2000, 
UNESCO implemented mathematical achievement test for pupils in 3rd and 4th grade in 13 countries in 
Central American and the Caribbean region.  This test revealed the fact that the achievement level of 
Dominican pupils was 11th among 13 participant countries.  The Ministry of Education（hereinafter 
referred to as “ME”） in Dominican Republic recognized the necessity of educational quality 
improvement. 
 To improve teaching skill of teachers, ME requested cooperation from Japan, and JICA 
dispatched experts and volunteers, who did activities such as formulating reference books and 
workbooks, giving trainings to in-service teachers.  In addition, in Honduras, a project named 
“PROMETAM”（Project for the Improvement of Mathematics Teaching in Primary Education）developed 
educational materials and those materials were distributed nationwide in Honduras as national textbooks. 
As a result of PROMETAM, neighboring countries including Dominican Republic showed interest in 
those materials. 
 Recognizing these JICA’s supports, ME requested Japan technical cooperation and “The 
Project for the Improvement of Quality of Teaching in Mathematics”（hereinafter referred to as “the 
Project”）have started in Dominican Republic.  The Project’s activities are mainly to revise the 
materials produced by PROMETAM to adapt to Dominican educational context and to provide trainings 
for in-service teachers in primary schools. 
 
１－２ Project Overview 
（１）Overall Goal 

The teaching capacity on mathematics of the teachers of the first cycle of the primary schools 
improved.  
（２）Project Purpose 
Teachers’ guidebook and students’ workbook of mathematics for Grade 1-4 of basic level modified 
and/or elaborated.  
（３）Outputs 
1. The capacity of the core group regarding to the mathematics education（ didactic materials' 
elaboration, training, monitoring, etc.）strengthened. 



2-1. Guidebook and Workbook of PROMETAM（published in Honduras）modified to Dominican 
educational context as a validation version（draft）for Grade 1-4 in mathematics of basic level. 
2-2. The validation of Guidebook and Workbook mentioned in "2-1." finished.  
（４）Inputs: 

Japanese Side： 
a. Short-term experts       3 experts 
b. Provision of Equipment   2267 thousand yen 
c. Local Cost Support       46590 thousand yen 
d. Training in Japan        15 counterparts（from 2005 to 2008） 
e. Training in Honduras     39 counterparts（from 2006 to 2009） 
* Technical assistance of PROMETAM PhaseⅡ in Honduras（additional trainings and monitoring by 

the expert of the Regional Project on demand.） 
* A Japanese expert（Development of the Cooperation Program on Basic Education）was dispatched in 

May 2007, aiming to coordinate the Project mainly. 
Dominican Republic Side： 
a. Main counterparts（the core group）allocation    7 counterparts  
b. Project office and other facilitations necessary for the Project  
c. Cost for management and maintenance of the Project’s Car（pay for driver, fuels, insurance） 
d. Other necessary costs 

 

２．Evaluation Team 

Members of 
Evaluation 
Team 

Leader: Norihiro Nishikata（Senior Advisor in Human Development Department, JICA）
Regional Cooperation: Toshio Murata（Chief Advisor in the project of PROMETAM
PhaseⅡ） 
Education Planning: Kayoko Maeda（ Staff, in Basic Education TeamⅡ Human 
Development Department, JICA） 
Evaluation and Analysis: Satoru Takahashi（Senior Researcher, IMG Inc.） 

Period of 
Evaluation 

30 January -18 February 2010 Type of Evaluation：Final Evaluation 

３．Evaluation Results 

３－１ Project Performance 
（１）Achievement of Outputs 
[Output 1] The capacity of the core group regarding to the mathematics education（didactic materials' 
elaboration, training, monitoring, etc.）strengthened. 
 [Indicator 1] Results of training  
 
 The core group’s ability on mathematical education（didactic materials' elaboration, training, 

monitoring）has improved, through the regional trainings, technical supports of the Japanese 
experts. 

 In the regional trainings on material formulation, the core group took tests before and after the 
training.  The test after the training improved by 14 % in 2008, 54% in 2009, compared to the test 
before the training. 

 The core group could not spare enough time to implement monitoring activity, because they were 
busy for their other tasks in ME. 

 



[Output 2-1.] Guidebook and Workbook of PROMETAM（published in Honduras）modified to 
Dominican educational context as a validation version（draft）for Grade 1-4 in mathematics of basic 
level. 
[Output 2-2.] The validation of Guidebook and Workbook mentioned in "2-1." finished. 
[Indicator 2] Product 
 
 The validation was implemented on the following schedule. 

 1st grade 2nd grade 3rd grade 4th grade 
formulation May 2005 - 

May 2007 
May 2005 - 
August 2007 

August 2007 - 
May 2008 

August 2007 - 
July 2008 

validation September 
2007- 
June 2008 

September 
2007- 
June 2008 

September 
2008- 
July 2009 

September 
2008- 
July 2009 

modification March 2008 - 
July 2008 

April 2008 - 
July 2008 

March 2009 – 
July 2009 

April 2009 – 
July 2009 

 
（２）Achievements of the Project Purpose 
[Project Purpose] Teachers’ guidebook and students’ workbook of mathematics for Grade 1-4 of basic 
level modified and/or elaborated. 
[Indicators] Verification of the Guidebook and Workbook by ME 
 
The project purpose has been achieved on the approval of ME 
 Teachers’ guidebook and students’ workbook（hereinafter referred to as “the materials”）were 

approved by ME. 
 ME asks Institute of Latin America Educational Communication（hereinafter referred to as “ILCE”）

for comments on the materials. 
 The Minister of ME intended that ME would consider distributing the materials to other areas

（non-project pilot areas）if ILCE gave positive comments.  ME explained that ILCE’s comment is 
necessary to confirm the quality of the materials before deciding distribution. 

 
（３）Achievement of the Overall Goal 
[Overall Goal] The capacity of teaching in mathematics of the teachers from the basic schools improved.
[Indicator] Results of class development assessment 
 
 Normally, the Overall Goal is expected to be achieved 3 to 5 years after the end of a project. In this 

sense, it is too early to tell if the capacity of teaching in mathematics of the teachers from the basic 
schools has improved.   

 However, technical officers of local education office, teachers, and parents in project pilot areas 
have already recognized some improvement of teachers’ teaching ability and pupils’ learning 
attitude. 

 In addition to above mentioned qualitative change, it has already been quantitatively confirmed that 
the materials has put positive impact on pupils’ achievement.  The Project implemented 
achievement test for pupils and the test result showed that the score of pupils using the materials 
was statistically better compared to the scores of pupils not using the Project’s materials. 

 It can be said that above mentioned facts prove that teachers have learnt the usage of the materials
and improved their teaching ability. 



 There is no obvious change in class analysis, still the tendency of improvement in guidebook’s 
effective usage were recognized. 

 
３－２ Summary of Five-Criteria Evaluation 
The results of the five-criteria evaluation of the Project were classified into three levels, i.e., “high,” 
“medium,” and “low.” 

Criteria 
 

Evaluation 
 

Basis of Evaluation 
 

Relevance 
 

Medium  The Project is consistent with the national education strategy of 
Dominican Republic. 

 The Project is consistent with the needs of target groups such as 
the core group, officers of local education office, teachers and
pupils. 

 The Project is consistent with Japan’s ODA policy. 
 However, there were some problems on the original design of 

the Project. 
 A Japanese expert was not dispatched to the Project when 

it started. 
 The middle managers of ME were not involved enough in 

the Project, because the organization implementing the 
Project is INAFOCAM, which is a organization under 
ME, specifically in charge of teacher training, and whose 
office exists separately to from ME’s building. 

 ME’s concrete strategy for distributing and using the 
materials remained unclear when the Project started. 

Effectiveness 
 

High 
 

 The Project has achieved the Project Purpose. 
 The ME approved the materials. 
 ME now asks ILCE for comment on the materials. 
 It has qualitatively and quantitatively been confirmed that the 

teaching ability of the core group has improved.  However, the 
core group did not spare enough time for monitoring activities 
at schools, so that the improvement of their monitoring ability 
has not been clearly confirmed so far. 

Efficiency 
 

Medium 
 

 Inputs（human resource, equipment and other expenses）are all 
indispensable to implement the Project; still following problems 
on the original design of the Project became obstruction to 
smooth implementation of the Project. 
 A Japanese expert was not dispatched to the Project at the 

beginning. 
→Because of this, the Project could not start smoothly. 

 The middle managers of ME were not involved in the 
Project so much. 
→ Because of this, the recognition and status of the 
Project were not so high. 

 The frequent position change of the core group.  
 



Impacts 
 

High 
 

 The following impacts have been acknowledged. 
 Teachers’ teaching ability has improved and pupils’

learning attitude has been better.  Parents gave positive 
comments on the quality of the materials and noticed 
some change of pupils’ learning attitude at home. 

 Compared to the pupils not using the materials, the pupils 
using the materials have reached higher achievements. 

 2 members of the core group are using the materials at 
their classes for pre-service teacher training in college. 

 Some non pilot areas requested for the distribution of the 
materials. 

 Ibero-America Organization asked the Project to donate 
the materials and participate in its trainings. 

Sustainability 
 

Medium 
 

 The result of the Project will remain as long as the core group 
members continue engaging in mathematical education. 

 The Minister of ME expressed his will to distribute the 
materials, if ILCE’s comment is positive. （However, JICA 
Office’s follow-up is essential） 

 The concrete plan of ME on the use of the materials（when, 
who, where how, and how much to distribute and use）has not 
been worked out. 

 The organization which will be in charge of the material 
distribution and training implementation has not been decided. 

 
３－３ Contributing Factors to Achievement of the Project Goals 
 The Project is relevant to the needs of ME. 
 The Project is relevant to the needs of teachers and students in mathematics education. 
 Regional trainings and technical supports provided by Japanese experts based on Japanese 

experiences in mathematics education. 
 The core group exchanged their experiences with other countries in the region. 
 Strong commitment and enthusiasm of the core group, technical officers of local education office, 

teachers. 
 
３－４ Problems of the Project and Their Causes 
 The original design of the Project 

A Japanese expert had not been dispatched to the Project for about one year from the beginning. 
During that period, the Project implementation relied on local consultants, volunteers and 
short-term on demand training provided by experts in Honduras.  Under such framework, the 
Project’s progress could not be managed well and the core group could not improve their ability as 
they expected. （After two years passed, an expert was dispatched.） 

 Two members of the core group transferred their positions and could not spare enough time for the 
Project, which burdened other core group members and resulted in some limitations of the Project’s 
activities. 

 There was such a case that a technical officer of local education office transferred from his post after 
taking the Project’s trainings, so that the officer missed the change to share his experience with other 
teachers. 



 Dominican Republic and Japan did not exactly share same recognition, especially on the materials 
status at the beginning.  Japan thought that the materials would be distributed nationwide in 
Dominican Republic, but Dominican Republic thought that the materials were one of national 
textbooks and distribution is a different issue.  That is to say, the Project began without clear 
understanding of both sides.  

 
３－５ Conclusion 
The Project has been achieved the Project Purpose, and already showed some tendency to reach the 
Overall Goal.  In addition, it is quantitatively confirmed that the achievement level of pupils who use 
the materials has been improved.  After the Project ends, ME decided to utilize human resource and the 
materials in the strategy of in-service teacher training, on the other hand, some issues, such as how to 
distribute the materials to non-pilot areas remains to be unsolved. 
 
３－６ Recommendation  
 Completion of the planned activities 

To guarantee enough time for the core group to engage in the Project activities 
・ preparation and implementation of trainings, strategy planning for the material distribution 
・ implementation of the national seminar on 20th March 
・ participation in the regional training in April 

 Reflection of the Project experience to the educational strategy 
To take the Project experience in “the in-service teacher training strategy 2010-2012” for the 
improvement of pupils’ learning quality 

 Utilization of human resource developed by the Project 
・ All the personnel related to the Project should remain their current positions to spare enough 

time for the Project activities. 
・ The current implementation framework should be sustained so that the core group is able to 

spread their experiences nationwide. 
 Strategy planning for the material distribution 
・ printing and distributing the materials 
・ providing trainings on the usage of the materials 

 Utilization of the materials in the field of pre-service teacher training 
・ utilizing the materials in teacher training colleges and other facilities related to pre-service 

teacher training. 
 
３－７ Lessons Learned 
 Human resource development through project activities 

The core group, mainly consist of the officers of ME curriculum department, showed some positive 
changes not only on the ability of material formation but on their attitude（trying to understand 
other members ideas, learn new knowledge and skill, and acting as a team）. 

 Effectiveness of the core group including both officers and teachers 
One of the main reasons that the materials reached high quality is that the core group consists of 
different types of professional.  Some members are officers of ME who carry out their tasks for the 
purpose of the realization of national curriculum, and others are teachers from primary schools who 
have knowledge and teaching experience and always aim at teaching quality improvement. 
 
 



 Input of Japanese side（the necessity of long-term experts） 
    No Japanese expert was dispatched to the Project at the beginning.  Under such framework, the 

Project’s progress could not be managed well and the core group could not improve their ability as 
they expected.  After a Japanese expert was dispatched, the Project’s progress became far better, 
and relationship with volunteers became better.  The expert put various positive effects to the 
Project. 

 Participation of regional trainings 
The participants from regional countries got chances to exchange their experiences, widen their 
views, improve their professional skills and share information by participating in regional trainings. 
It can be said that Education is usually introspective service, so officers engaged in education have 
not so many chances to know the situation of other countries.  Through the regional training, the 
participants became able to know other countries’ examples and see Dominican educational 
situation more objectively. 

 Effect of regional cooperation and continuous engagement of the core group 
The Project has been implemented as a part of the Central American and Caribbean regional 
cooperation.  This regional framework provides limited technical supports, such as regional 
trainings and periodic visit of Japanese experts from Honduras.  However, the Dominican 
counterparts exploited limited chances, learned knowledge and skills and succeeded in material 
development and teacher training activities.  Usually personnel transfers are frequent in 
Dominican Republic, but in this project almost all the core group members continuously engaged in 
the Project from the beginning to the end.  As a result, it can be evaluated that the JICA’s regional 
cooperation put positive effects to the Project. 
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第１章 終了時評価調査団の概要 
 
１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

ドミニカ共和国の基礎教育課程（1～8年生：6～13歳）純就学率は、2002-2003年には91％までの
普及を果たしたものの、中米・カリブ地域の小学3、4年生を対象とした算数学力試験（2000年ユ
ネスコ実施）では、参加13カ国中11位に留まり、また、2001-2002年に実施された4年生の教育省統
一試験の結果でも特に算数の基礎学力不足が指摘された。これらの結果から、ドミニカ共和国教

育省は、算数教育の質の向上、特に教師の指導法の改善が急務との問題意識をもち、日本政府に

対して同分野の協力を要請した。JICAは2002年より基礎教育分野セクターの専門家やボランティ
ア派遣を開始し、青年海外協力隊が中心となり現職教員対象各種研修会の実施や教員参考書、問

題集サンプルの作成等の活動が行われた。 
これらの活動が評価され、ドミニカ共和国政府よりわが国に対して同分野への技術協力プロジ

ェクトによる支援が要請され、2005年5月より「算数指導力向上プロジェクト」が開始された。本
プロジェクトは、「初等教育算数科1年生から4年生の教師用指導書及び児童用作業帳が改編され作
成される」ことをプロジェクト目標として、ホンジュラスの技術協力プロジェクト「算数指導力

向上プロジェクト（フェーズⅠ）」にて開発した初等算数科教材を活用し、ドミニカ共和国のカリ

キュラム及び学校の現場に即した算数科の教師用指導書、児童用作業帳の開発を行ってきた。 
本終了時評価調査は、2010年5月の終了を控え、ドミニカ共和国と合同で、これまでの活動の実

績や進捗、成果の確認やプロジェクト目標達成度の評価を行い、協力予定期間終了までの活動に

対する提言、及び今後類似事業の実施にあたっての教訓を導くことを目的として派遣された。 
 
本調査団の目的は以下のとおりである。 

（１）これまでに実施した活動について、当初計画に照らし、投入実績、活動実績、計画達成度

を確認する。 
（２）計画達成度を踏まえ、評価5項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の

観点から、ドミニカ共和国側関係者とともに、プロジェクトの目標達成度や成果等を評価

する。 
（３）上記の評価結果に基づき、プロジェクト終了までの残存協力期間中にプロジェクトとして

行うべきことを、ドミニカ共和国側、日本側関係者と協議し提言としてまとめる。 
（４）プロジェクト終了後の自立的な取り組みを促すための提言と、JICAの今後の類似案件に役

立てることを目的とした教訓をまとめる。 
（５）評価結果を双方の合意事項として合同評価報告書に取りまとめる。 
 
１－２ 調査団の構成 

担当分野 氏 名 派遣期間 所  属 

団長/総括 西方 憲広 2/7-2/17 JICA国際協力専門員/人間開発部課題アドバイザー 

広域協力 村田 敏雄 2/7-2/17 ホンジュラスPROMETAMⅡチーフアドバイザー 

協力企画 前田 佳代子 2/7-2/17 JICA人間開発部基礎教育グループ基礎教育第二課職員

評価分析 高橋 悟 1/30-2/18 有限会社アイエムジー上席研究員 
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１－３ 調査日程 

 月日 曜日 業務行程 

1 1月31日 日 （高橋団員 ドミニカ共和国着） 

2 2月1日 月 

JICA事務所表敬 
INAFOCAM表敬 
サンティアゴ青年海外協力隊インタビュー 
サンティアゴ08-05地区技官インタビュー 

3 2月2日 火 

合同評価委員打合せ 
サンティアゴ08-05地区教育事務所長インタビュー 
サンティアゴ08-05地区技官インタビュー 
コアグループ・メンバー（教育事務所技官）インタビュー 
サンティアゴパイロット校“Miguel Ángel Jiménez”校訪問 
サンティアゴバリデーション校“La Canela”校訪問 

4 2月3日 水 コアグループ・メンバー（教育省技官、INAFOCAM職員）インタビュー

5 2月4日 木 
USAID訪問 
アスア県教育事務所長、アスア03-01地区教育事務所長と面談 
第2カスケード研修オブザーバー参加（アスア“Los Jovillos”校にて）

6 2月5日 金 
合同評価委員打合せ 
評価グリッド案作成 

7 2月6日 土 
評価グリッド案作成 
（西方団長、前田団員 ドミニカ共和国着） 

8 2月7日 日 
評価グリッド案作成 
木屋専門家及び調査団内打合せ 
（村田団員 ドミニカ共和国着） 

9 2月8日 月 
JICAドミニカ共和国事務所表敬 
INAFOCAM関係者打合せ 
教育大臣及びカリキュラム局長との面談 

10 2月9日 火 
サント・ドミンゴパイロット校“República de Chile”校訪問 
サンペドロ・デ・マコリスパイロット校“Puerto Rico”校訪問 
合同評価委員打合せ 

11 2月10日 水 
アスアパイロット校“Los Jovillos”校訪問 
評価グリッド案作成 

12 2月11日 木 ミニッツ、報告書作成 

13 2月12日 金 
合同評価報告書署名 
教育省へミニッツ案提出 

14 2月13日 土 資料作成 

15 2月14日 日 資料作成 

16 2月15日 月 資料作成 

17 2月16日 火 
教育省担当者との面談 
JICAドミニカ共和国事務所報告 

18 2月17日 水 （西方団長、村田団員、前田団員 ドミニカ共和国発） 

19 2月18日 木 （高橋団員 ドミニカ共和国発） 
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１－４ 主要面談者 

＜ドミニカ共和国側＞ 
○ 教育省 

Melanio Paredes 教育大臣 
Dinorah de Lima カリキュラム局長 
Mercedes Hernándes C. 基礎教育局長 
Dolores de la Rosa カリキュラム局算数担当技官 
Geovanny Lachapelle カリキュラム局算数担当技官 
Santa Azor 基礎教育局技官 
Isidro Báez 中等教育局技官 
Octavio Galán 中等教育局算数担当技官 

 
○ 国家教員養成研修機関（ Instituto Nacional de Formación y Capacitación del Magisterio：

INAFOCAM） 
Ana Dolores Guzmán 所長 
Marcelina Piña 職員（プロジェクトコーディネーター） 

 
○ サンティアゴ08-05地区教育事務所 

Santiago Domingo Rodriguez P. サンティアゴ08-05地区教育事務所長 
Genaro Viñas サンティアゴ08-05地区技官 

 
○ アスア県及び地区教育事務所 

Rafaela O. Nova アスア03県教育事務所長 
Julio R. Ramos アスア03-01地区教育事務所長 

 
○ 合同評価委員 

Thelma Camilo Rosa 教育省コンサルタント（評価） 
Kenny Fabián 評価分析局長 
Denia Burgos 評価局長 
Pablo Herasme 経済計画開発庁国際協力担当官 
Basilio Florentio 教育省教育技術担当次官室代表 

 
＜日本側＞ 
○ JICAドミニカ共和国事務所 

池城 直 事務所長 
若林 敏哉 事務所員 

 
○ 専門家 

木屋 信明 教育プログラム強化個別専門家 
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○ 青年海外協力隊 
飛弾 安希子 小学校教諭 
恒賀 崇太郎 小学校教諭 
水野 恵市 小学校教諭 
石川 恵理 小学校教諭 
南 崇 小学校教諭 
坂井 慎太郎 小学校教諭 

 
＜その他＞ 
○ 米国国際開発庁（United States Agency for International Development：USAID） 

Jana Wooden Education Officer 
Marina Taveras Education Specialist 
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第２章 プロジェクトの概要 
 
２－１ 基本計画 

名称 算数指導力向上プロジェクト 

協力期間 2005.5.10～2010.5.9 

上位目標 初等教育における小学校教員の算数指導力が向上する。 

プロジェクト目標 初等教育算数科1年生から4年生の教師用指導書及び児童用作業帳が改
編され作成される。 

期待される成果 
（アウトプット） 

1. 算数教育（教材作成、研修、モニタリング等）にかかるコアグル
ープの能力が強化される。 

2-1. ホンジュラスで作成された教師用指導書及び児童用作業帳がドミ
ニカ共和国の教育事情に即した、初等教育算数科1年生から4年生
教材のドラフトとして作成される。 

2-2. 上記2-1で作成された教師用指導書及び児童用作業帳が修正・改編
され完成する。 

 
２－２ プログラムにおける位置づけ 

対ドミニカ共和国事業実施計画において、教育が援助重点分野の1つとして定められており、特
に「基礎教育」の質の改善が主な課題として挙げられている。本プロジェクトは、上記プログラ

ムの中心的スキームとして位置づけられ、そのほかに課題別研修や青年海外協力隊の派遣が行わ

れている。 
 
２－３ プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM） 

JICAでは、1990年代前半から、プロジェクト管理手法の一環としてプロジェクト・サイクル・
マネジメント（Project Cycle Management：PCM）手法を導入した。PCM手法において中心的役割
を果たすのは、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）と名づけられたプロジェクト計
画概要表である。これは「目標」「活動」「投入」等のプロジェクトの主要構成要素や、プロジェ

クトを取り巻く「外部条件」との論理的相関関係を示したものである。 
本プロジェクトにおいても、2005年5月の合意議事録（Record of Discussions：R/D）及び協議議

事録（Minutes of Meetings）締結時にPDMを作成し、R/Dの付属文書として承認された。その後、
2006年2月に当時の状況を踏まえ、PDMの改訂を行い、「PDM第2版」（2006年2月28日付）が作成さ
れた。 
今回の終了時評価では、上記のPDM第2版に基づき評価を行った。 

 
２－４ 実施体制 

本プロジェクトのカウンターパート（Counterpart: C/P）機関は教育省であり、教育大臣をプロジ
ェクトダイレクター、国家教員養成研修機関（INAFOCAM）長官をプロジェクトマネージャーと
している。中核的なカウンターパート（コアグループ）は、教育省技官5名（カリキュラム局2名、
基礎教育局1名、中等教育局2名）、INAFOCAM職員1名、サンティアゴ08-05地区教育事務所技官1
名の合計7名で構成されている。また、プロジェクトの円滑な運営を目的として合同調整委員会
（Joint Coordinating Committee：JCC）が設置されており（詳細は「付属資料2. 合同評価レポート
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（和訳版）」を参照）、教育大臣を委員長、INAFOCAM長官を副委員長として原則1年に1度、必要
に応じて適宜、年間活動計画の決定、プロジェクト進捗状況の確認、懸案事項等の検討を行って

いる。 
日本側は、「中米・カリブ算数広域協力」の枠組みにおいて本プロジェクトを実施している。ド

ミニカ共和国内のプロジェクト活動や他国での研修活動の調整は、ドミニカ共和国に常駐する長

期専門家（基礎教育プログラム強化個別専門家）が担っており、ホンジュラスに駐在する長期専

門家と協調しながら計画された活動に対する支援を実施している。 
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第３章 終了時評価の方法 
 
３－１ 評価グリッドの作成 

本終了時評価は「JICA事業評価ガイドライン」に準拠して実施し、評価グリッドを作成のうえ、
それらをもとにプロジェクト実績と実施プロセスを把握し、妥当性、有効性、効率性、インパク

ト、自立発展性の評価5項目の観点から評価した。なお、ドミニカ共和国側からは評価委員が5名
選出され、「合同評価委員会」が結成され、合同で評価を実施した。実績・実施プロセス、評価5
項目の定義は以下のとおりである。 
 
３－１－１ 実績・実施プロセス 
（１）実績 

PDMの投入、成果、プロジェクト目標、上位目標に関する達成度、もしくは達成予測に関
する情報。 

 
（２）実施プロセス 

PDMの活動の実施状況やプロジェクトの現場でおきている事柄に関する様々な情報。 
 
３－１－２ 評価5項目 

評価5項目の定義 

妥当性 プロジェクトの目標（PDMのプロジェクト目標、上位目標）が、受益者の
ニーズと合致しているか、援助国側の政策と日本の援助政策との整合性は

あるか、といった「援助プロジェクトの正当性」を検討する。 

有効性 
 

PDMのプロジェクトの成果の達成度合いと、それがプロジェクト目標の達
成にどの程度結びついたかを検討する。 

効率性 
 

プロジェクトの「投入」から生み出される「成果」の程度を把握する。各

投入のタイミング、量、質の適切度を検討する。 

インパクト 
 

プロジェクトが実施されたことにより生じる直接・間接的な正負の影響を

検討する。 

自立発展性 
 

援助が終了した後も、プロジェクト実施による便益が持続されるかどう

か、自立発展に必要な要素を見極めつつ、プロジェクト終了後の自立発展

の見通しを検討する。 

 
３－２ 評価実施方法 

実績・実施プロセスの確認と5項目評価を行うための調査項目について、何をどのように実施し
たらよいのか具体的な方法を検討するため、評価設問、必要な情報・データ、情報源、データ収

集方法について一覧表で示した評価グリッドを作成した。（評価グリッドの詳細結果は付属資料

「評価グリッド結果表（和文）」のとおり）データ収集方法については、次のいずれかの方法で実

施した。 
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３－２－１ 資料調査 
現地調査前と現地調査時に既存の文献・報告書等（事前評価報告書、中間評価報告書、専門

家業務報告書等）、その他プロジェクトが作成した資料、ドミニカ共和国教育省などから必要な

情報を収集した。 
 
３－２－２ 質問票による調査 
事前に質問票をバリデーション協力校（プロジェクトが開発した教材の試用を行う学校）の

教員に配布・回収し、情報収集を行った。 
 
３－２－３ インタビュー調査 
プロジェクト関係者（日本人専門家、教育省、コアグループ、パイロット地区教育事務所長、

パイロット地区教育事務所技官、バリデーション協力校教員、青年海外協力隊等）に対してイ

ンタビュー調査を行い、必要な情報を収集した。 
 
３－２－４ 直接観察 
バリデーション協力校にて授業観察を行い、プロジェクトが開発した教材を使用した授業の

実施状況ならびに教材の使用状況の確認を行った。 
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第４章 計画達成度 
 
４－１ 投入実績 
４－１－１ 日本側投入 
プロジェクト開始から本終了時評価調査までの日本側投入は以下のとおりである（詳細は付

属資料2「合同評価報告書別紙1 評価グリッド：プロジェクトの達成状況」を参照）。 
 

（１）広域研修 
以下の広域研修が実施された。実施期間、参加者氏名等の詳細は、付属資料2「合同評価報
告書」別添3を参照。 

1）本邦広域研修（4人）：2005年10-11月 
2）ホンジュラス在外広域研修（5人）：2006年4-5月 
3）本邦広域研修（4人）：2006年6-7月 
4）ホンジュラス在外広域研修（8人）：2007年4-5月 
5）本邦広域研修（4人）：2007年11-12月 
6）ホンジュラス在外広域研修（7人）：2008年4-5月 
7）本邦広域研修（3人）：2008年11-12月 
8）ホンジュラス在外広域研修（5人）：2009年4-5月 
その他、ボリビアで行われた以下の研修に参加した。 
1）ボリビア技術交換プログラム（4人）：2008年10月 
2）ボリビア技術交換プログラム（5人）：2009年10月 

 
（２）プロジェクト実施に必要な経費 
プロジェクト実施に必要な経費は日本側によってしかるべく賄われている。現地業務費の

支出状況は付属資料2「合同評価報告書」別添6のとおりであり、供与機材は付属資料2「合
同評価報告書」別添7のとおりである。 

 
（３）専門家派遣 

2005年5月のプロジェクト開始時から2009年12月までに以下の専門家が派遣された（派遣時
期等の詳細は付属資料2「合同評価報告書」別添8を参照）。 
＜ホンジュラスから派遣の専門家＞ 
- 西方 憲広（チーフアドバイザー） 
- 村田 敏雄（チーフアドバイザー） 
- 阿部 しおり（算数教育） 
- 丹原 一広（副総括／業務調整） 
- 関谷 武司（教育評価） 
- 太田 美穂（業務調整／授業モニタリング） 
＜日本から派遣の専門家＞ 
- 木屋 信明（基礎教育プログラム強化） 
- 村田 敏雄（研修システム） 
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- 夏坂 哲志（授業改善） 
 

（４）コンサルタントの雇用 
日本側は2名のドミニカ共和国人コンサルタントを雇用している。 
- 算数教育：2006年12月1日～2008年3月31日 
- グラフィックデザイン：2007年6月1日～2010年3月31日 

 
４－１－２ ドミニカ共和国側投入 
終了時評価調査までのドミニカ共和国側投入は以下のとおりである。 

 
（１）カウンターパートの配置 

2010年2月現在、直接的カウンターパートであるコアグループのメンバーは7名である。詳
細は、付属資料2「合同評価報告書」別添4を参照。 

 
（２）プロジェクトに必要な施設・事務スペースの提供 
プロジェクトに必要な施設・事務スペースはINAFOCAMによって提供されている。 

 
（３）プロジェクト実施に必要な経費 
プロジェクト実施に必要な経費はドミニカ共和国側（教育省、INAFOCAM、サンティアゴ
08-05地区教育事務所）によってしかるべく賄われている。なお、本プロジェクトへの
INAFOCAMの拠出額は以下のとおりである。 

（単位：ペソ） 

 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 

総額 1,750,000 4,500,000 3,200,000 800,000 839,106 

 
（４）INAFOCAMによる算数能力向上のための研修 

INAFOCAMの実施する研修のすべての経費はINAFOCAM自身によって賄われている。 
 
４－２ 実施プロセス 

実施プロセスの詳細については、付属資料2「合同評価報告書別紙2 評価グリッド：プロジェ
クトの実施プロセス」を参照。 
 
４－２－１ プロジェクト実施体制 
プロジェクトの実施体制図は付属資料2「合同評価報告書」別添5のとおりである。 

 
４－２－２ 活動の実施 
プロジェクト活動の当初計画と実績は付属資料2「合同評価報告書」別添9に示されている。 

 
４－２－３ プロジェクト関係者間のコミュニケーション 
カウンターパート（コアグループのメンバー）と日本人専門家とのコミュニケーションは日
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常業務や定期・不定期の会議を通じておおむね順調に行われた。 
 
４－２－４ モニタリングと評価 
日常業務におけるプロジェクトの進捗管理は月例会議や定期的な文書による報告によって行

われた。 
プロジェクトの根幹にかかる重要事項については、合同調整委員会において協議され意思決

定がなされた。同委員会はこれまでに2006年2月、2007年6月、2008年2月、2008年9月、2009年9
月、2010年2月の計6回開催された。 
また、中間評価調査は2008年2月に実施され、終了時評価調査は2010年2月に実施された。 

 
４－２－５ 当事者意識 
教育省は、基礎教育学校の教員の算数指導力向上の重要性を強く認識している。しかし、本

プロジェクトの活動は主に教育省下の専門機関であるINAFOCAMや学校現場で行われたことか
ら、教育省内中間管理職層（局長レベル）の人材が本プロジェクトに必ずしも深く関与してお

らず、本プロジェクトに対する教育省の当事者意識が高いとは言えない。 
一方、INAFOCAMは本プロジェクト活動のための場所を提供し、また研修経費も負担するな

ど組織として強くコミットメントしており、聞き取り調査によると、教材を作成したコアグル

ープのメンバーである教育省技官とINAFOCAM職員は、教材に特別な愛着を抱き、かつそれを
授業で活用するための研修の実施に際して大きな責任を感じている。また、地方にあっては、

本プロジェクトの研修に参加した県・地区教育事務所の技官が、本来業務の一環として、本プ

ロジェクトで開発された教材がどのように使われているかをモニタリングするとともに、教員

に対する研修の講師を務めるなど積極的に本プロジェクトにかかわっている。 
 
４－２－６ 技術協力の方法 
本プロジェクトは、JICAの中米・カリブ地域広域協力1の枠組みで、ホンジュラス共和国「算

数指導力向上プロジェクト（PROMETAM）フェーズⅡ」から支援を受けている。主にコアグル
ープがホンジュラスから2カ月に1回程度のペースで派遣される日本人専門家の技術指導を受け
て、集中的な指導により知識とスキルを身につけてきた。また、ホンジュラスにて開催される

広域研修では、他国のメンバーとともに研修を受け、コアグループの視野を広げることに貢献

したといえる。 
また、青年海外協力隊が、本プロジェクトのパイロット校にて活動を行っており、本プロジ

ェクトで作成された教材を適切に活用するための支援を行っている。 
 
４－２－７ 中間評価の提言への対応 
中間評価調査でなされた4つの提言への対応状況は以下のとおりである。 

- 教材の位置づけ 
児童用作業帳（Cuaderno de Trabajo：CT）の名称を児童用教科書（Libro de Estudiante：LE）に
するよう提言されたことを受け、2009年9月16日の合同調整委員会にて、「Libro de Estudiante」

                                                 
1 教員の算数指導力向上にかかる広域協力はドミニカ共和国、エルサルバドル、グアテマラ、ニカラグア及びホンジュラスの 5カ国
で構成されている。 
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に変更することが決定された。 
- 研修のシステム化 
「開発された教材を用いた研修を試行し、将来の普及に向けてその経験を取りまとめる」た

め研修をシステム化することが提言されたことを受け、2010年2月現在、研修実施及び経験の
とりまとめ最中である。 

- コアグループの拡大 
コアグループを7名に拡大することや、今後のプロジェクトの円滑な実施のために作業量に応
じて適宜人員体制を強化することが提言されたことを受け、コアグループ7名が合同調整委員
会で承認された。しかし、その後、コアグループのメンバーの一部は本来業務に多忙なため

プロジェクト活動に参加しない状況が続いており、2010年2月現在の実質的なコアグループは
5名のみとなっている。 

- コアグループの能力測定 
コアグループの能力測定について、教材開発、研修実施、モニタリングの3つの能力を指標と
して設定し、定量的、定性的に測定することが提言された。教材開発、研修実施に関しては

ある程度定量的・定性的な測定が行われたが、モニタリングに関しては、能力測定は行われ

ていない。その理由は、モニタリング活動そのものが限定的な範囲でしか実施できていない

からである。 
 
４－３ プロジェクトの達成状況 

４－３－１ 成果の達成状況 
ここでは主にPDMに明記された活動を実施することによって生まれた成果について述べる。

個々の活動についてはその中で言及する。詳細は付属資料2「合同評価報告書別紙1 評価グリ
ッド：プロジェクトの達成状況」を参照。 

 
（１）成果1：算数教育（教材作成、研修、モニタリング等）に関するコアグループの能力が
向上する。 
【指標】広域研修の結果 

2008年4-5月に実施された広域在外研修で行われた教材作成能力に関するテストの結果、
「ド」国の参加者のスコアが、プレテスト（研修参加前に受けたテスト）と比してポスト

テスト（研修後に受けたテスト）で14％上昇した。 
また、2009年4-5月の広域在外研修では、5つの能力2を測定するテストにおいて、プレテ

ストと比してポストテストでは54％上昇した。 
    

加えて、これまでコアグループは、講師として以下の研修を実施した。 
 

                                                 
2 5つの能力：授業評価理解、学力評価理解、指導計画作成枠組み理解能力（指導計画作成のための一般的な留意点を指摘する能力）、
指導計画分析能力（指導計画の問題点を指摘する能力）、指導計画開発能力（指導計画を改編する能力） 
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2007-08年度（2007年8月-2008年5月）研修内容：1-2年生 

場所 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 

サント・ドミンゴ 2007.9 
（32人） 

2007.1 
（30人）

2008.1 
（32人）

2008.2 
（28人）

2008.2 
（27人） 

2008.4 
（26人） 

実施せず

サンティアゴ 2007.8 
（198人） 

2007.10
（102人）

2007.12
（94人）

2008.1 
（97人）

2008.2 
（85人） 

2008.4 
（98人） 

2008.5 
（86人）

注：カッコ内の数値は参加者数。 

 

2008-09年度（2008年8月-2009年5月）研修内容：1-4年生 

場所 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 

サント・ドミンゴ 2008.8 
（28人） 

2009.2 
（38人）

2009.3 
（32人）

実施せず 実施せず 実施せず 実施せず

サンティアゴ 2008.11 
（149人） 

2009.3 
（151人）

2009.5 
（53人）

実施せず 実施せず 実施せず 実施せず

注：年度当初は7回の研修を計画していたが、教育省上層部の人事異動とEquipo Gerencial（局長級以上で組織されるエ
グゼクティブチーム）再編成の影響でコアグループで集まることができない期間があったことなどが影響し、3回
しか実施できなかった。 

 
上記の2つの研修は、コアグループから主に学校教員に対して直接指導を行ったものであ

るが、その後プロジェクトでは、より広範な人材育成を図りプロジェクトの自立発展性を

高めるため、コアグループから4地域の技官に対する研修（第1カスケード研修）と各地域
の技官から学校教員に対する研修（第2カスケード研修）を開始した。カスケード方式の研
修の実績と2010年2月以降の予定は下表のとおりである。 

 

実績 予定 
カスケード研修 

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 

第1カスケード 2009.9 2009.12 2010.2    

第2カスケード 2009.10 2009.11 2010.1 2010.2 2010.3 2010.4 

 
（２）成果2-1：PROMETAMの教師用指導書（Guía para Maestros y Maestras：GM）と児童用
作業帳（CT）がドミニカ共和国の現状に即して修正され、基礎教育1-4年生のバリデーショ
ン版として作成される。 
成果2-2：2-1で言及されたバリデーションが終了する。 

【指標】成果品 
1-4年生のGM及びCTは、作成され、学校（バリデーション協力校21校）での試用、検証を

経て最終修正を了し、完成した。 
なお、ホンジュラスのカリキュラムに沿ってPROMETAMで作成された教材を「ド」国の現

状に即して修正する作業は、算数のカリキュラムの違いなどにより当初の見込みよりも作業

日数を要したものの、3-4年生用は、1-2年生用GM、CT作成を通じて得られた知見と経験をも
とに1-2年生用に比して短期間で作成された。要した期間は次の表のとおりである。    
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作業／学年 1年生 2年生 3年生 4年生 

作成 2005年5月 - 
2007年5月 

2005年5月 - 
2007年8月 

2007年8月 - 
2008年5月 

2007年8月 - 
2008年7月 

試用・検証 2007年9月 - 
2008年6月 

2007年9月 - 
2008年6月 

2008年9月 - 
2009年7月 

2008年9月 - 
2009年7月 

最終修正 2008年3-7月 2008年4-7月 2009年3-7月 2009年4-7月 

 
４－３－２ プロジェクト目標の達成状況 
（目標：基礎教育レベルの1-4年生の算数の教師用指導書と児童用作業帳を改訂し作成する） 

【指標：教師用指導書と児童用作業帳の教育省による公式承認】 
GM及びCTは、コアグループによる最終修正が終了した後2009年9月に教育省へ提出され承認

された。なお、2010年2月現在、教育省はラテンアメリカ教育コミュニケーション機構（ILCE）
に、GMとCTに関する外部コメントを依頼中である。 

 

段階／学年 1年生 2年生 3年生 4年生 

作成 2007年5月 2007年8月 2008年5月 2008年7月 

バリデーション 2009年7月 2009年7月 2009年7月 2009年7月 

承認 2009年9月 2009年9月 2009年9月 2009年9月 
注1：プロジェクトでは21校（サンティアゴ県18校、サント・ドミンゴ市1校、アスア県1校、サンペドロ・デ・マコリス県1

校）の小学校でバリデーションを行った。 

 
４－３－３ 上位目標の達成状況 
（目標：基礎教育学校の第1サイクルの教員の算数指導力を向上させる） 

【指標：算数の授業分析の結果】 
上位目標は通例プロジェクト終了後3-5年後に達成される目標と想定されているため、現時点

で上位目標が達成されたと断定するには時期尚早である。しかし、関係者（コアグループ、研

修参加者、バリデーション協力校教員、保護者等）への聞き取り調査の結果、付属資料2「合同
評価報告書」別添1のとおり肯定的なコメントが寄せられた。また、児童を対象にした学力テス
トの結果、本プロジェクトで作成されたGM及びCTを使って勉強した児童のほうが、これらの教
材を使用しないで勉強した児童よりテストの点数が統計的有意差をもって高いという定量的な

結果が明らかとなった。（詳細は付属資料2「合同評価報告書」別添2参照） 
以上のことは、本プロジェクトに関与する教員がGM及びCTの使用方法を習得し、自らの算数

指導力を向上させている証左であると考えられる。なお、指標である算数の授業分析結果に関

しては大きな変化は認められなかったものの、指導書の効果的な使用に関しては改善傾向が確

認された。 
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第５章 終了時評価結果 
 
５－１ 評価5項目による評価 

評価5項目の観点から、「高い」、「中程度」、「低い」の3段階で評価した。（詳細は付属資料2「合
同評価報告書別紙3 評価グリッド：5項目による評価」を参照）。 
 
５－１－１ 妥当性：中程度 
（１）政府政策との整合性 
「ド」国は「教育10ヵ年計画2008-2018」及び「教育運営戦略計画2008-2012」において教育
の質向上をめざす方針を示している。プロジェクトの上位目標（初等教育第1サイクル1年
生～4年生における教師の算数指導力が向上する）は教育の質向上に資するものであること
から、本プロジェクトは「ド」国の政策を支援するものといえる。 

 
（２）ターゲットグループのニーズとの整合性 

・ プロジェクトのターゲットグループは、コアグループのメンバー7名とバリデーショ
ン協力校18校の教員である。加えて、バリデーション協力校の所在する地域の技官
もプロジェクトの実施する研修の参加者となっておりプロジェクトと密にかかわっ

ている。 
・ 本調査での聞き取りにおいて、教材を作成したコアグループは作成のプロセスを通

じて多くの知見と能力を身につけることができたと実感しており、プロジェクト活

動への参加を肯定的に捉えていることが明らかとなった。 
・ また、学校現場での聞き取りでは、教員は算数の指導力向上に資する教材と研修を

求めていたと述べており、プロジェクトは現場のニーズに合致するものであったと

いえる。 
 

（３）日本のODA政策との整合性 
・ 日本政府は、2002年に発表された「成長のための基礎教育イニシアティブ（BEGIN）」

において開発途上国の教育の質向上への支援を重点事項として位置づけており、理

数科教育支援の重要性を謳っている。 
・ また、日・ドミニカ共和国現地経済協力政策協議（2003年）及びJICA国別事業実施

計画（2007年）においても、教育が援助重点分野のひとつにあげられている。 
 

（４）プロジェクト設計の適切性 
・ プロジェクト開始当初、「ド」国に常駐する日本人専門家が投入計画に入っておらず

日常の活動は「ド」国カウンターパートのみで行う設計となっていた。そのため、

プロジェクト活動は円滑に進捗せず、実施途中で大幅な見直しの必要性が生じた。 
・ 本プロジェクトは教育省の専門機関であるINAFOCAMが実施機関となっており、教

育本省内の中間意思決定層（局長級）があまり関与しない設計となっていた。その

ため、教育省内での本プロジェクトの認知度が低く、プロジェクト終了後の自立発

展性に不安を生じさせる結果となった。 
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・ プロジェクト開発教材の位置づけ及び活用方針については、児童用作業帳は2009年9
月の合同調整委員会において児童用教科書に名称変更されることが決定されたもの

の、教材を今後教科書として配布するかどうか補助教材とするかについては教育省

から明確な回答は得られていない。 
・ また、本教材の普及計画については教育省は外部機関ILCEのコメントを踏まえて決

定するとしており、教材の活用方針は終了時評価時点では決定されていない。 
 
５－１－２ 有効性：高い 
（１）プロジェクト目標と成果の達成状況 

・ PDMにおいて、プロジェクト目標を達成するためにその過程において産出される成
果（Output）として2つの成果が設定されている。 

・ 1つ目の成果（コアグループの教材開発、研修、モニタリング等にかかる能力向上）
については、教材開発と研修実施に関する能力には定性的・定量的に一定の向上が

認められた。ただし、モニタリングに関する能力については、モニタリング自体が

限定的な範囲でしか行われず能力測定のためのツールも開発されていないため、成

果は確認されていない。 
・ 2つ目の成果（教材バリデーション版の作成及びバリデーションの終了）については、

教材が完成され教育省に提出されたことが確認された。 
・ これら2つの成果を受け、プロジェクト目標（初等教育1年生から4年生までのGMと

CTが作成される）について、教育省が承認したことをもって目標が達成されている
ことが確認された。 

 
（２）プロジェクト目標及び成果の達成のための貢献・阻害要因 
【貢献要因】 
・ 本プロジェクトが「ド」国政府（教育省）、教員及び児童のニーズに対応していること。 
・ 広域プロジェクトの形態を取り、域内の他国と経験を共有できたこと。 
・ PROMETAMで開発された教材をベースに教材作成を開始することができたこと。 
・ 日本の経験に基づいた日本人専門家による適切な指導・助言があったこと。 
【阻害要因】 
・ 当初、「ド」国常駐の日本人専門家なしにプロジェクトが設計されたこと。なお、JICA

はプロジェクト開始2年後に長期の個別専門家を派遣した。 
・ 教育省の中間意思決定層が本プロジェクトに十分に巻き込まれなかったこと。 

 
５－１－３ 効率性：中程度 
（１）成果を達成するための投入と活動の適切さ 

・ 投入と活動は成果を生み出すことに寄与している。 
・ 人材、経費、資機材などの投入はすべてプロジェクト実施に不可欠な要素となって

いる。 
・ 上述のとおり、開始当初のプロジェクト設計は活動の停滞を招いたが、2006年3月に

現在の体制に修正された後は、プロジェクト活動は順調に進み、成果は達成されて
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いることが確認された。 
 

（２）ドミニカ側投入及び日本側投入の適切さ 
・ 「合同評価報告書別紙1 評価グリッド：プロジェクトの達成状況」のとおり、双方

の投入は適切に行われた。 
 

（３）運営管理の効率性 
・ 本プロジェクトは、最大限の効果を生むために国内と域内のリソースをフルに活用

している。 
・ 一方、上記５－１－２（２）のとおり、運営管理の効率性を阻害する要因も見られ

た。 
 
５－１－４ インパクト：高い 
（１）上位目標達成の見込み 

・ 上位目標は通例プロジェクト終了後3-5年後に達成される目標と想定されているが、
本プロジェクトは、上位目標（基礎教育第1サイクルにおける教員の算数指導力が向
上する）の一部は以下の理由からすでに達成されているといえる。 

・ 本調査中のバリデーション協力校教員への聞き取りにて、プロジェクトで開発され

た教師用指導書（GM）により算数の指導力が向上したと実感し、また、児童が算数
を楽しく学べるようになったと述べている。さらに、GMの示す児童中心の指導法を
他教科に応用しているという教員もいた。 

・ 上位目標の指標（授業分析結果）に関しては大きな変化は認められなかったものの、

GMの効果的な使用に関しては改善傾向が確認された。 
 

（２）プロジェクト実施によるインパクトと波及効果 
・ 本調査中のバリデーション協力校の保護者への聞き取りにおいて、児童がプロジェ

クト開発教材で学習するようになってから、保護者自身が児童の宿題を手伝うこと

が出来るようになったと述べている。 
・ また、4つの地域の児童を対象に学力テストを実施した結果、プロジェクト開発教材

を使用して勉強した児童のほうが、これらの教材をまったく使用していない児童よ

りテストのスコアが統計的有意差をもって高いということが明らかとなった。（付

属資料2「合同評価報告書」別添2参照） 
・ さらに、コアグループのうち2名は、本来業務のほかに大学の教員養成課程で教鞭を

とっており、大学の授業でプロジェクト開発教材を使用している。 
 
５－１－５ 自立発展性：中程度 
（１）政策・制度的側面 

・ 教材については、教育省は今後他地域に広めていく意思を有しているが、今後の活

用方針はILCEの外部コメントを踏まえて検討される予定である。 
・ 教材の適切な活用・普及を図るため現在4地域において研修を実施しているが、本研
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修は教材の全ての内容をカバーするためには約100時間の研修時間が必要となる見
通しである。プロジェクトでは、終了までに研修プログラムと研修のための補助教

材を作成する予定であるが、教育省が今後研修をどのように行っていくかという全

体計画は定まっていない。 
 

（２）技術的側面 
2010年2月までに延べ53名が本邦研修や広域研修を受けている。コアグループのメンバーを
核とし、これら研修を受講した人材が現在の職場に継続して勤務する限り、算数教育に関

する知識と経験は教育省内に存続していくものと考えられる。 
 

（３）組織・財政的側面 
プロジェクト終了後、どの組織（教育省内の局か、または外部機関INAFOCAMか）が教材
普及と研修実施を推進していくのか整理することが必要であるが、この点がプロジェクト

終了までに決定されない場合、必要な予算が確保されず教材も十分に使用されなくなるこ

とが危惧される。 
 
５－２ 結論 

2005年5月から現在までの4年半の活動の結果、プロジェクト目標（基礎教育レベルの1-4学年の
算数の教師用指導書と児童用作業帳を改訂され作成される）は達成されていることが確認された。

また、上位目標（基礎教育第1サイクル（1年生-4年生）の教員の算数指導力が向上する）に関して
も、プロジェクト開発教材を使用した児童の学力が、使用していない児童に比して向上したとい

う調査結果が出ていることから、プロジェクトで実施した研修や教室での教材使用を通じて教員

の能力向上に一定の成果があがったと考えられ、有効性は高いといえる。また、教員や保護者か

ら児童の学ぶ姿勢に良い変化が見られる等の好ましい意見が多く聞かれており、インパクトにつ

いても大きな成果を確認した。 
一方、実施過程においては効率性や自立発展性について阻害要因が認められた。開始当初、「ド」

国に常駐する日本人専門家を投入せず、「ド」国内での日常の活動は「ド」国カウンターパートの

みで行う設計となっていたことなどにより、1年程度活動が停滞したこと、また、カウンターパー
トの人事異動やプロジェクト活動に従事できる時間が満足に確保できなかったことも成果の発現

に負の影響を及ぼした。 
本プロジェクトは初等レベル算数において質の高い教育をめざす「ド」国の政策と合致してお

り、調査期間中には、教育省より今後もプロジェクト経験を活用していく旨の発言があった。ま

た、教育省が計画策定中である「現職教員継続研修戦略（2010～2012年）」内で、プロジェクトの
人材、教材を活用する旨教育省より発言があった。ただし、プロジェクト開発教材の今後の活用

方針（他地域への配布・普及等）にかかる政策決定は、省内手続きの遅れによって停滞している。

したがって、省内手続きを了次第、教育省より日本側に連絡することを協議議事録（付属資料1）
にて確認した。 
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第６章 提言と教訓 
 
６－１ 提言 

６－１－１ 計画されたプロジェクト活動の完了 
（１）プロジェクトの終了までの期間、以下の活動を終了させるためのコアグループのプロ

ジェクト活動時間を保証すること。 
（２）研修準備と実施、（教材）普及のための戦略策定 
（３）2010年3月20日に予定された国家セミナーの実施 
（４）2010年4月に予定されている広域「算数大好き！」プロジェクトの実施する広域研修へ
の参加 

 
６－１－２ 教育政策内でのプロジェクト経験の反映 
基礎教育分野算数科児童の学習の質改善に資するためのプロジェクトの成果（メソッド、教

材、研修プログラム、その他）を、2010年から2012年にかけて計画されている教育省の「現職
教員継続研修戦略」に取り込むこと。 

 
６－１－３ プロジェクトにより強化された人材のよりよい活用 
（１）プロジェクト終了までに予定された活動を終了できるように、すべてのプロジェクト

関係者を現ポジションに留め置き、プロジェクト活動時間を十分に確保すること。 
（２）プロジェクト終了に伴い、コアグループが他の学校への普及を継続的に実施できるよ

うに現実施体制が維持されること。 
 
６－１－４ 教師用指導書と児童用作業帳の普及戦略案の策定 
（１）GMとCTの印刷と配布 
（２）GMとCTの使用に関する研修 
（３）その他 

 
６－１－５ 新規教員研修での教師用指導書と児童用作業帳の活用 
新しい教員を育成する指導者として、高等教員養成校をはじめとする新規教員養成機関でプ

ロジェクトの開発教材を使用すること。 
 
６－２ 教訓 

６－２－１ プロジェクト活動を通した人づくりへの貢献 
教育省カリキュラム局職員を中心とするコアグループの能力向上について、児童用作業帳や

教師用指導書の開発能力以外にも、仕事への取り組み方（他メンバーの考えを聞き学ぼうとす

る姿勢、自分の知らなかったことを学ぼうとする姿勢、チームとしての活動の仕方等）にプロ

ジェクト開始時と比較して大きな変容が確認された。チームで成果品を作成する活動を通じて

結果的にコアグループのコアキャパシティー強化につながったといえる。 
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６－２－２ 教育省技官と現職教員によるコアグループ編成の有効性 
当初、コアグループである教育省技官は教材開発への教員の参加に難色を示していたが、一

連の研修や協働作業を通じて教員が有する教育現場の経験が教材の具体性を高め、使用感を向

上させるとして歓迎されるようになった。国家カリキュラムの実現に向けて業務を遂行する、

専門性の高い教育省技官と、十分な教科知識と教育現場の経験を持ち、授業改善をめざして常

に教員の目線で考える教員が協働して教材開発に取り組むことで、質の高い教材が作成された

といえる。上記の経験から、類似プロジェクト実施の際には、国家レベルと現場レベルの人材

をコアグループとし、政策と実務の両方の視点を取り込むような設計が有効といえる。 
 
６－２－３ 日本側実施体制（長期専門家投入の重要性） 
本プロジェクトは開始から約1年間日本人長期専門家不在のままローカルコンサルタントや

JOCV、ホンジュラス広域プロジェクト専門家の出張ベースでの支援により実施された。このよ
うな日本側実施体制下ではプロジェクト活動の進捗管理が難しく、また、コアグループの能力

向上にも停滞が見られたため、個別専門家（基礎教育プログラム強化）が派遣されプロジェク

トをサポートした。同専門家派遣以降は上記の問題が大幅に改善された。更にプログラムの観

点から協力隊事業との調整等も可能となりプロジェクトに対して好影響を与えた。 
上記の経験から、技術協力プロジェクト実施上日本人長期専門家の果たす役割は非常に大き

いと考えられる。類似プロジェクト策定の際にはプロジェクト開始当初からの日本人長期専門

家の投入が検討されることが必須と考えられる。 
 
６－２－４ 広域各国のカウンターパートの継続的な広域研修への参加 
広域研修の実施は、各国からの参加者の間での情報・意見交換を活発にし、個人の視野の拡

大や専門性の向上、参加国間の人的ネットワークの構築等に貢献した。学校教育は非常に内政

的な事業であり、一般に教育関係者が他国の教育へ関心を持つことは少ない。しかし、広域協

力の実施によりコアグループが他国から学びを得、自国の教育を客観的に捉えることが可能に

なったといえる。 
 
６－２－５ コアグループの継続性による広域協力効果の発現 
本プロジェクトは2006年4月以降、中米カリブ「算数大好き」広域プロジェクトの一環として

実施されるようになった。この枠組みでは算数教育関連の技術指導が内容積上型の広域研修に

よる集中指導と広域専門家による定期的な訪問指導に限定され、通常のプロジェクトのように

常駐専門家による日常的な指導は行われない。そのため、当初、関係者は技術指導不足に大き

な懸念を表明していたが、コアグループは数少ない技術指導の機会を十分に活用して知識と技

術の習得に励み、それらの蓄積を教材開発や教員研修実施に活かすことに成功した。政権交代

等により人事異動が比較的頻繁に行われる同国にあって、ほぼすべてのコアグループが一貫し

てプロジェクト活動に従事することで、広域協力の効果は計画どおり発現されたものと思われ

る。 
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1.  概要 
 
1-1.  プロジェクト名称 

ドミニカ共和国算数指導力向上プロジェクト 
 
1-2.  プロジェクト期間 

2005 年 5 月 10 日～2010 年 5 月 9 日（5 年間） 
 
1-3.  プロジェクト対象国 

ドミニカ共和国 
 
1-4.  受益対象者 

コアグループ（ＧＮ）のメンバー及びサンティアゴ 08-05 地区、サント・ドミンゴ 15-03
地区、アスア 03-01 地区、サンペドロ・デ・マコリス 05-03 地区のバリデーション協力校

教員 
 
1-5.  プロジェクト実施機関 

ドミニカ共和国側: 
教育省(ME) 
日本側: 
国際協力機構(JICA) 

 
1-6.  評価概要 

本プロジェクトは 2005 年 5 月に開始され、2010 年 5 月の終了を予定している。残り

約 3カ月の期間を残した段階で、JICA は 2010 年 2 月 1 日から 17 日まで調査団を

ドミニカ共和国に派遣し、日本側調査団とドミニカ共和国側評価委員から成る合同

評価委員会により終了時評価が実施された。 
 
1-7.  評価工程 

PDM(Project Design Matrix)は、PO(Plan of Operation)とともに、2006 年 4 月の合同

調整員会にて締結された。プロジェクトの達成状況は、PDM を下に、以下の観点か

ら評価する。  
 
(1) 実績・実施プロセス 

1) 実績 
投入、成果及びプロジェクト目標に関する達成度についての情報。詳細は

Appéndice 1 を参照。 
 
2) 実施プロセス 

活動の実施状況に関する情報。詳細は Appéndice 2 を参照。 
 



  

(2) 5 項目評価 
1) 妥当性 

プロジェクトの目標及び上位目標が受益者のニーズと合致しているか、ドミニカ共和

国の政策と日本の政策と整合性はあるかといった援助プロジェクトの正当性を検討

する。 
2) 有効性 

PDMのプロジェクト成果の達成度合いと、それがプロジェクト目標の達成にどの程度

結びついたかを検討する。 
3) 効率性 

プロジェクトの投入から生み出される成果の程度を把握する。各投入のタイミング、

量、質の適切度を検討する。 
4) インパクト 

プロジェクトが実施されたことにより生じる直接的・間接的な正負の影響を検討す

る。 
5) 自立発展性 

援助の終了した後も、プロジェクト実施による便宜が持続するかどうか、自立発展

性に必要な要素を見極めつつ、プロジェクト終了後の自立発展の見通しを検討す

る。 
 
 
1-9. 合同評価委員会 

終了時評価は、日本及びドミニカ共和国評価者から成る終了時評価調査団によって

実施される。 
 
1-9-1.日本側: 
・ 西方 憲広 団長 
・ 村田 敏雄 広域協力 
・ 前田 佳代子 協力企画 
・ 高橋 悟  評価分析 

 
1-9-2.ドミニカ共和国側: 
・ Thelma Camilo Rosa 教育省外部コンサルタント 
・ Kenny Fabián  国家教員養成研修機関評価分析局長 
・ Denia Burgos  国家教員養成研修機関評価局長 
・ Pablo Herasme  経済計画開発庁国際協力担当官 
・ Basilio Florentino  教育省教育技術担当次官室代表 
 



  

1-10. 調査日程 
 月/日 曜日 業務工程 

1 Feb. 1 Lun. INAFOCAM表敬 
青年海外協力隊との面談 
サンティアゴ 08-05地区教育事務所長との面談 

2 Feb. 2 Mar. 合同評価委員会打合せ  
サンティアゴ 08-05地区教育事務所長との面談 
サンティアゴ 08-05地区 3名の技官との面談 
コアグループメンバー1名との面談 
サンティアゴ“Miguel Ángel Jiménez”校視察 
サンティアゴ“La Canela”校視察 

3 Feb. 3 Mie. コアグループメンバー5名との面談 
合同評価委員会打合せ、評価報告書作成 

4 Feb. 4 Jue. USAID訪問 
アスア 03地区、アスア 03-01地区教育局長との面談 
アスア“Los Jovillos”校視察 

5 Feb. 5 Vie. 合同評価委員会打合せ 
6 Feb. 6 Sab. 資料作成 
7 Feb. 7 Dom. 資料作成 
8 Feb. 8 Lun. JICAドミニカ共和国事務所訪問 

INAFOCAM関係者打合せ 
教育大臣との面談 

9 Feb. 9 Mar. サントドミンゴ“República de  Chile”校視察 
サンペドロ・デ・マコリス“Puerto Rico”校視察 
合同評価委員会打合せ、評価報告書作成 

10 Feb. 10 Mie. アスア“Los Jovillos”校視察 
合同評価委員会打合せ、評価報告書作成 

11 Feb. 11 Jue. 資料作成 
12 Feb.12 Vie. 合同評価委員会会合 

合同評価報告書署名 
 
 



  

2.  終了時評価結果 
 

2-1.   プロジェクトの達成状況 
    

 2-1-1   プロジェクト目標 
 2010 年 2 月現在の教材（GM と CT）の作成、バリデーション（学校での試用）、承認は下表に記されている年月まで

に終了した。 
段階／学年 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 

作成 2007 年 5 月 2007 年 8 月 2008 年 5 月 2008 年 7 月 
バリデーション 2009 年 7 月 2009 年 7 月 2009 年 7 月 2009 年 7 月 
承認 2009 年 9 月 2009 年 9 月 2009 年 9 月 2009 年 9 月 
注 1：プロジェクトでは 21 校（サンティアゴ県 18 校、サント・ドミンゴ市 1 校、アスア県 1 校、サンペドロ・デ・マコリス県 1
校）の小学校でバリデーションを行った。 

 現在、教育省はメキシコに本部のあるラテンアメリカ教育コミュニケーション機構（ILCE）に外部コメントを依頼中で

ある。 

 なお、本プロジェクトはバリデーション終了後に教材を印刷し、バリデーション協力校 21 校に配布した。印刷の部数

と時期は下表のとおりである。 
 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 

GM  300（2007 年 7 月） 
 400（2008 年 9 月） 
 400（2009 年 7 月） 

 300（2007 年 7 月）

 400（2008 年 9 月）

 400（2009 年 7 月）

 400（2008 年 8 月）

 400（2009 年 8 月）

 400（2008 年 9 月） 
 400（2009 年 8 月） 

CT 3,000（2007 年 7 月） 
2,400（2008 年 9 月） 
3,000（2008 年 7 月） 

3,000（2007 年 7 月）

2,500（2008 年 9 月）

3,200（2008 年 7 月）

2,900（2008 年 8 月）

3,000（2009 年 8 月）

2,600（2008 年 9 月）

3,000（2009 年 8 月） 
 
 

     2-1-2   上位目標 
 上位目標は通例プロジェクト終了後 3～5 年後に達成される目標と想定されている。その意味では、現時点で「ド」

国において基礎教育学校の第 1 サイクルの教員の算数指導力が向上したと断定するには時期尚早である。 
 しかしながら、今回調査において行政官（技官）、教員、保護者から聞き取り調査を行ったところ、別添 1 のとおり、

多くの肯定的なコメントが寄せられた。 
 こうした定性的な変化に加えて、本プロクジェクトでは児童を対象に学力テストを実施し、児童の学びの変化を定量

的に測定した。その結果、本プロジェクトで作成された教師用指導書（GM）と児童用作業帳（CT）を使って勉強した

児童のほうが、これらの教材を全く使用しないで勉強した児童よりもテストのスコアが統計的有意差をもって高いと

いうことが明らかになった（別添 2参照）。 
 以上のことは、後述する研修を通じ、本プロジェクトに関与する基礎教育学校の第 1 サイクルの教員が着実に教材

（GM と CT）の使用方法を習得し、自らの算数指導力を向上させている証左であるといえる。 
なお、左記指標に関する算数の授業分析の結果に関して、全体的には大きな変化は認められなかったが、指

導書の効果的な使用に関しては改善傾向が確認された。 
 



  

2-2.   5 項目による評価 
5 項目による評価結果は以下のとおり。詳細は Appéndice3 参照。 
 

                -妥当性: 中程度  
 
                -有効性: 高い 
 
                -効率性: 中程度 
 
                -インパクト: 高い 
 
                -自立発展性: 中程度 

 
 

 
3. 結論 
 
本プロジェクトの目標（基礎教育 1-4 年生の教員用指導書と児童用作業帳が改訂され作
成される）は達成されていることが確認された。また、上位目標（基礎教育第 1 サイクル
の教員の算数指導力が向上する）についても改善の傾向が認められており、さらに児童の
学力が向上したことも定量的に確認された。 
他方、プロジェクト終了後には現職教員継続研修戦略内での人材及び教材の活用が決定
されているものの、他の地域への教材の普及（印刷・配布・使用法についての研修実施）
にかかる政策決定がなされていないということに課題が残っている。 
 



  

4. 提言 
 

• 計画されたプロジェクト活動の完了 
 

(1) プロジェクトの終了までの期間、以下の活動を終了させるべく、コアグループのプ
ロジェクト活動時間を保証すること。 

(2) 研修準備と実施 
(3) 教材普及のための戦略策定 
(4) 2010 年 3 月 20 日に予定された国家セミナーの実施 
(5) 2010 年 4 月に予定されている広域「算数大好き！」プロジェクトの実施する広域研
修への参加 

 
• 教育政策へのプロジェクト経験の反映 

 
(1) 基礎教育分野算数科児童の学習の質改善に資するためのプロジェクトの成果（メソ
ッド、教材、研修プログラム、その他）を、2010 年から 2012 年にかけて計画され
ている教育省の「現職教員継続研修戦略」に取り込むこと。 

 
• プロジェクトにより強化された人材のよりよい活用 

 
(1) プロジェクト終了までに予定された活動を終了できるように、すべてのプロジェク
ト関係者を現ポジションに留め置き、プロジェクト活動時間を十分に確保すること。 

(2) プロジェクト終了に伴い、コアグループによる他地域への普及が継続的に実施され
るよう、現実施体制が維持されること 

 
• 教師用指導書と児童用作業帳の普及戦略案の策定 

 
(1) 教師用指導書と児童用作業帳の印刷と配布 
(2) 教師用指導書と児童用作業帳の使用に関する研修 
(3) その他 
 
• 新規教員養成課程での教師用指導書と児童用作業帳の活用 

 
(1) 高等教員養成校をはじめとする新規教員養成機関でプロジェクトの開発教材を使
用すること。 
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評価項目 指標 調査結果 
上位目標の達成状況 
基礎教育学校の第 1 サイクルの
教員の算数指導力を向上させる。 

・算数の授業分析の結果  上位目標は通例プロジェクト終了後 3～5 年後に達成される目標と想定されている。その意味
では、現時点で「ド」国において基礎教育学校の第 1サイクルの教員の算数指導力が向上した
と断定するには時期尚早である。 

 しかしながら、今回調査において行政官（技官）、教員、保護者から聞き取り調査を行ったと
ころ、別添 1のとおり、多くの肯定的なコメントが寄せられた。 

 こうした定性的な変化に加えて、本プロクジェクトでは児童を対象に学力テストを実施し、児
童の学びの変化を定量的に測定した。その結果、本プロジェクトで作成された教師用指導書
（GM）と児童用作業帳（CT）を使って勉強した児童のほうが、これらの教材を全く使用しな
いで勉強した児童よりもテストのスコアが統計的有意差をもって高いということが明らかに
なった（別添 2参照）。 

 以上のことは、後述する研修を通じ、本プロジェクトに関与する基礎教育学校の第 1サイクル
の教員が着実に教材（GM と CT）の使用方法を習得し、自らの算数指導力を向上させている
証左であるといえる。 

 なお、左記指標に関する算数の授業分析の結果に関して、全体的には大きな変化は認められな
かったが、指導書の効果的な使用に関しては改善傾向が確認された。 

プロジェクト目標の達成状況 
基礎教育レベルの 1-4年生の算数
の教師用指導書と児童用作業帳
を修正し作成する。 

・教師用指導書と児童用作業帳
の教育省による承認 

 2010年 2月現在の教材（GMと CT）の作成、バリデーション（学校での試用）、承認は下表に
記されている年月までに終了した。 
段階／学年 1年生 2年生 3年生 4年生 

作成 2007年 5月 2007年 8月 2008年 5月 2008年 7月 
バリデーション 2009年 7月 2009年 7月 2009年 7月 2009年 7月 
承認 2009年 9月 2009年 9月 2009年 9月 2009年 9月 
注 1：プロジェクトでは 21校（サンティアゴ県 18校、サント・ドミンゴ市 1校、アスア県 1校、
サンペドロ・デ・マコリス県 1校）の小学校でバリデーションを行った。 

 現在、教育省はメキシコに本部のあるラテンアメリカ教育コミュニケーション機構（ILCE）に
外部コメントを依頼中である。 

 なお、本プロジェクトはバリデーション終了後に教材を印刷し、バリデーション協力校 21 校
に配布した。印刷の部数と時期は下表のとおりである。 
 1年生 2年生 3年生 4年生 

GM  300（2007年 7月）
 400（2008年 9月）
 400（2009年 7月）

 300（2007年 7月）
 400（2008年 9月）
 400（2009年 7月）

 400（2008年 8月）
 400（2009年 8月）

 400（2008年 9月）
 400（2009年 8月）
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CT 3,000（2007年 7月）
2,400（2008年 9月）
3,000（2008年 7月）

3,000（2007年 7月）
2,500（2008年 9月）
3,200（2008年 7月）

2,900（2008年 8月）
3,000（2009年 8月）

2,600（2008年 9月）
3,000（2009年 8月）

  
成果の達成状況 
1. 算数教育（教材開発、研修、
モニタリング等）に関するコ
アグループの能力が向上す
る 

・広域研修の結果 
 

 本プロジェクトのコアグループの人数は現在 7名であるが、カリキュラム局に所属する 2名は
同局の本来業務に専従することになり、本プロジェクトの活動には 1年以上参加していない。

 日本及びホンジュラスで行われた研修（別添 3参照）と国内での日常業務を通じて、コアグル
ープの算数教育に関する能力は次の点で向上したといえる。 
 教科内容に関する知識（算数そのものに対する正しい理解）  
 教材開発能力 

 教材開発能力については、2008年の 4-5月にホンジュラスで実施された広域在外研修で行われ
たテストの結果、「ド」国の参加者のスコアがプレテスト（研修参加前のテスト）とポストテ
スト（研修参加後のテスト）では 14％上昇した。ちなみに、教材開発能力とは以下の 3つの能
力から構成される。 

- 枠組み理解能力（教材開発のための一般的な留意点を指摘する能力） 
- 系統表分析能力（カリキュラム系統表の問題点を指摘する能力） 
- 系統表開発能力（系統性に留意してカリキュラムを改編する能力） 

 また 2009年の 4-5月にホンジュラスで実施された広域在外研修では、研修参加者の能力を測定
するテストが実施されたが、「ド」国の参加者のスコアは、プレテストに比してポストテスト
では 54％上昇した。ちなみに、テストでは以下の 5つの能力が測定された。 

- 授業評価理解 
- 学力評価理解 
- 指導計画作成枠組み理解能力（指導計画作成のための一般的な留意点を指摘する能力）
- 指導計画分析能力（指導計画の問題点を指摘する能力） 
- 指導計画開発能力（指導計画を改編する能力） 

 中間評価調査では、コアグループの能力とは、①教材開発、②研修実施、③モニタリングの 3
つに関する能力であり、これらについて定量的・定性的な測定を行うことが提言されたが、研
修実施とモニタリングに関する測定フォーマットは作成されていない。さらにモニタリング
（＝授業観察、インタビュー、会議等）に関しては、測定する以前にモニタリング自体が限定
的な範囲でしか実施されていない。その理由は、コアグループのメンバーが教育省の本来業務
に多忙であり、モニタリングまで手が回らないためである。 

 しかしながら、彼らは次に示す研修の講師を務めた。研修内容は教材（GM と CT）の使用法
に関する指導であり、対象者（研修参加者）はバリデーション校 21 校の校長と教員、及び同
学校が存在する県・地区の行政官（技官）であった。 
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 2007-08年度（2007年 8月-2008年 5月）研修内容：1-2年生 
場所 第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 第 7回
サント・
ドミンゴ

2007.9 
(32人) 

2007.1 
(30人) 

2008.1 
(32人) 

2008.2 
(28人) 

2008.2 
(27人) 

2008.4 
（26人）

実施せず

サ ン テ
ィアゴ 

2007.8 
(198人) 

2007.10 
(102人) 

2007.12 
(94人) 

2008.1 
(97人) 

2008.2 
(85人) 

2008.4 
（98人）

2008.5
（86人）

注：サント・ドミンゴ市での研修には、サント・ドミンゴ県、アスア県、サンペドロ・デ・マコ
リス県の 3県から各 1校（計 3校）の教員が参加した。サンティアゴ県での研修には、サンティ
アゴ 08-05地区のパイロット校 6校とバリデーション協力校 12校の教員が参加した。カッコ内の
数値は参加者数である。 

 上表に関し、サント・ドミンゴ市での第 7回研修は、2008年 5月 16日に実施された大統領選
挙の影響で、5月中には研修日が確保できなかったこと、また 6月には期末試験が始まること
から、実施できなかった。 

 2008-09年度（2008年 8月-2009年 5月）は 1-4年生の内容をカバーする研修が実施された。 
場所 第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 第 7回 
サント・
ドミンゴ

2008.8 
(28人) 

2009.2 
(38人) 

2009.3 
(32人) 

実施せず 実施せず 実施せず 実施せず

サ ン テ
ィアゴ 

2008.11 
(149人)

2009.3 
(151人) 

2009.5 
(53人) 

実施せず 実施せず 実施せず 実施せず

注：年度当初は 7回の研修を計画していたが、教育省上層部の人事異動と Equipo Gerencial（局長
級以上で組織されるエグゼクティブチーム）再編成の影響でコアグループで集まることができな
い期間があったことなどが影響し、3回しか実施できなかった。 
 

 上記の研修は、コアグループから主に学校教員に対して直接指導を行ったものであるが、その
後プロジェクトでは、より広範な人材育成を図りプロジェクトの自立発展性を高めるため、コ
アグループから 4地域の技官に対する研修（第 1カスケード研修）と各地域の技官から学校教
員に対する研修（第 2カスケード研修）を開始した。カスケード方式の研修の実績と今後の予
定は下表のとおりである。 

実績 予定 
カスケード研修

第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 
第 1カスケード 2009.9 2009.12 2010.2    
第 2カスケード 2009.10 2009.11 2010.1 2010.2 2010.3 2010.4 

 
 このうち 2009年 12月に開催された第 1カスケード研修を視察した広域プロジェクト（ホンジ

ュラス）日本人専門家によれば、研修に関する能力として、①教科内容理解、②GM構成説明、
③指示発問、④教材教具活用、⑤活動保障、⑥評価、⑦意見活用のうち、特に④から⑦の項目
に関して今後改善が必要であることが確認された。 
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2-1. PROMETAM の教師用指導
書と児童用作業帳がドミニ
カ共和国の現状に即して修
正され、基礎教育 1-4年生の
バリデーション版として作
成される。 

 
2-2. 2-1 で言及されたバリデーシ
ョンが終了する。 

・成果品  そもそもホンジュラスと「ド」国の算数のカリキュラムに違いがあるため、ホンジュラス版を
「ド」国版にするには多大な時間を要した。しかし、1-2年生の教材（GMと CT）作成を通じ
て得られた知見と経験をもとに、3-4 年生の教材作成の速度は加速した。バリデーションの各
作業要した期間は下表のとおりである。 
作業／学年 1年生 2年生 3年生 4年生 
作成 2005年 5月 - 

2007年 5月 
2005年 5月 - 
2007年 8月 

2007年 8月 - 
2008年 5月 

2007年 8月 - 
2008年 7月 

試用・検証 2007年 9月 - 
2008年 6月 

2007年 9月 - 
2008年 6月 

2008年 9月 - 
2009年 7月 

2008年 9月 - 
2009年 7月 

最終修正 2008年 3-7月 2008年 4-7月 2009年 3-7月 2009年 4-7月 
. 

前提条件及び外部条件 
＜前提条件＞ 
 「ド」国政府が、コアグルー
プのメンバーが本プロジェ
クト活動に従事できるよう
保証する。 
 

＜外部条件＞ 
 算数カリキュラムの基本方
針が変わらない（過度に変更
されない）。 

 教育政策の基本方針が変わ
らない。 

 教員研修が機能している。 

 ＜前提条件＞ 
 コアグループの人数は現在 7名である。しかし、カリキュラム局に所属する 2名は同局の本来

業務に専従することになったため、現在本プロジェクトの活動にかかわっているメンバーは 5
名である（別添 4参照）。 

 したがって、本プロジェクトの前提条件は名目上保障されているものの、事実上は部分的にし
か保証されていない。 

＜外部条件＞ 
 2010年 1月 26日に「ド」国の新憲法が承認され、教育省の西語名称が Secretaría de Estado de 

EducaciónからMinisterio de Educaciónに変更された。 
 2009年にカリキュラムの改編（Adecuacion Curricular）が行われ、各教科の到達指標（Indicadores 

de logro）が設定されたが、算数カリキュラムの基本方針に変更はない。 
 教育の向上に関する教育政策の基本方針は維持されている。教育省は授業が中断されずに教育
の量と質を高めることをめざしている。しかし本プロジェクトでは、教材活用に関する研修は
（それによる授業の中断があったとしても）、児童の学びの質を高めるために極めて重要なも
のとなっている。 

投入実績 
ドミニカ共和国側 
 
 
 
 
 
 
 

a. コアグループ（コーディネ
ーター1名／INAFOCAM、
算数分野のカリキュラム
チーム 4名／教育省、バリ
デーション担当 1 名／サ
ンティアゴ 08-05 地区教
育事務所）* 2006年 2月現
在 

a. 既述のとおり 2009年に教育省内で人事異動があったが、2010年 2月現在、直接的 C/Pである
コアグループのメンバーは引き続き同じ 7名である（別添 5の実施体制図を参照）。ただし、
現在、実際に本プロジェクトに参加しているメンバーは現在 5名である。 
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 b. プロジェクトに必要な施
設・事務スペース 

b. プロジェクトに必要な施設・事務スペースは INAFOCAMによって提供されている。 

 
 
 

c. プロジェクト実施に必要
な経費 

 

c. プロジェクト実施に必要な経費は「ド」国側（教育省、INAFOCAM、サンティアゴ 08-05 地
区教育事務所）によって然るべく賄われている。本プロジェクトへの INAFOCAMの拠出額は
以下のとおりである。 （単位：ペソ） 

 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 
総額 1,750,000 4,500,000 3,200,000 800,000 839,106  

 d. INAFOCAMによる算数能
力向上のための研修 

d. INAFOCAMの実施する研修にかかる経費は、INAFOCAM自身によって賄われている。 

a. アドバイザリーチーム
（ドミニカ共和国人コン
サルタント） 

a. 日本側は 2名のドミニカ共和国人コンサルタントを雇用した。 
算数教育：2006年 12月 1日～2008年 3月 31日 
グラフィックデザイン：2007年 6月 1日～2010年 3月 31日 

b. コアグループの本邦及び
ホンジュラス在外広域研
修 

 

b. これまでに以下の広域研修等が実施された。詳細は別添 6を参照。 
1) 本邦広域研修（4人）－ 2005年 10-11月 
2) ホンジュラス在外広域研修（5人）―  2006年 4-5月 
3) 本邦広域研修（4人） ―  2006年 6-7月 
4) ホンジュラス在外広域研修（8人）―  2007年 4-5月 
5) 本邦広域研修（4人） ―  2007年 11-12月 
6) ホンジュラス在外広域研修（7人）―  2008年 4-5月 
7) 本邦広域研修（3人）－ 2008年 11-12月 
8) ホンジュラス在外広域研修（5人）―  2009年 4-5月 
その他、ボリビアで行われた以下の研修に参加した。 

- ボリビア技術交換プログラム（4人）―  2008年 10月 
- ボリビア技術交換プログラム（5人）―  2009年 10月 

c. プロジェクト実施に必要
な経費（バリデーション
の教材の印刷等） 

c. プロジェクト実施に必要な経費は日本側によってしかるべく賄われている。現地業務費の支出
状況は別添 6のとおりであり、供与資機材は別添 7のとおりである。 

 

日本側 

d. 「ド」国の必要に応じた
広域専門家による追加研
修とモニタリングといっ
た PROMETAM の技術支
援 

d. 以下の日本人専門家がホンジュラスから派遣された。詳細は別添 8を参照。 
- 西方 憲広（チーフアドバイザー） 
- 村田 敏雄（チーフアドバイザー） 
- 阿部 しおり（算数教育） 
- 丹原 一広（副総括／業務調整） 
- 関谷 武司（教育評価） 
- 太田 美穂（業務調整／授業モニタリング） 
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  さらに以下の専門家が日本から派遣された。詳細は別添 8を参照。 
- 木屋 信明（基礎教育プログラム強化） 
- 村田 敏雄（研修システム） 
- 夏坂 哲志（授業改善） 
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評価項目 小項目 調査結果 
プロジェクト実施体制 プロジェクトの実施体制は適切

に機能しているか。 

• 2005年 5月 10日に署名された討議議事録（R/D）によれば、教育省大臣あるいは同大臣が任命
する者がプロジェクトのゼネラル・ディレクター（Director General）として本プロジェクトの運
営・実施における全責任を担い、INAFOCAMの長がプロジェクトのディレクター（Director）と
して本プロジェクトの管理・技術面における責任を担うと規定されている。 

• 本プロジェクト開始後、カウンターパート（コアグループのメンバー）の人数は 3 人から 7 人
に増加した。2008 年の大統領選挙以降、教育省内の人事異動はあったものの、現在もその 7 名
に変化はない。しかし、カリキュラム局に所属する 2名は同局の本来業務に専従することになり、
本プロジェクトの活動には 1年以上参加していない（現在実際に活動しているメンバーは 5名で
ある）。プロジェクトの実施体制図は別添 5のとおりである。 

活動の実施 活動は計画どおりに行われてい
るか。  

• プロジェクト活動の当初計画と実績は別添 9に示されている。 
• 以下の理由により、教材作成に多大な時間を要したが、プロジェクト活動は日ド双方の不断の
努力によって実施された。 
- 教材内容の精査と修正作業により周到に時間をかけたこと。 
- 教育省及び INAFOCAM内の人事異動により、コアグループで集まることができない期間が
あったこと。また彼らが所属組織の本来業務により多忙になったこと。 

プロジェクト関係者間のコミ
ュニケーション 

コミュニケーションはどのよう
に行われているか。日本人専門家
とカウンターパートの意思疎通
はどの程度スムーズか。 

• 技術的なレベルでは多少の意見の食い違いはあったものの、カウンターパート（コアグループ
のメンバー）と日本人専門家とのコミュニケーションは日常業務や定期・不定期の会議を通じ
ておおむね順調に行われた。 

モニタリングと評価 プロジェクト進捗に係るモニタ
リングと評価はどのように行わ
れているか。 

• 日常業務におけるプロジェクトの進捗管理は月例会議や定期的な文書による報告によって行わ
れた。 

• プロジェクトの根幹に係る重要事項については、合同調整委員会（CCC）において協議され意
思決定がなされた。同委員会は 2006年 2月、2007年 6月、2008年 2月、2008年 9月、2009年
9月の計 5回開催された。 

• 中間評価調査は 2008年 2月に実施され、終了時評価調査は 2010年 2月に実施された。 
当事者意識（教育省及び
INAFOCAM のコミットメン
ト、オーナーシップ） 

教育省、INAFOCAM、コアグル
ープは本プロジェクトに対して
どの程度当事者意識を持ってい
るか。 
 
 
 

• 教育省は「ド」国の基礎教育学校の第 1 サイクルの教員の算数指導力向上の重要性を強く認識
している。しかし、教育省内の局長レベルの人材が本プロジェクトに関与しなかったこと（コ
アグループのメンバーとして関与したのは実務レベルの技官だけであったこと）、さらに本プロ
ジェクトの会議や活動が主に INAFOCAMや学校現場で行われたことから、教育省内での本プロ
ジェクトの認知度はそれほど高くはない。それに伴って本プロジェクトに対する教育省の当事
者意識もさほど高いとは言えない。 
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  • INAFOCAMは本プロジェクト活動のための場所を提供し、また研修経費も負担するなど組織と
して強くコミットメントしてきた。 

• また主に教育省と INAFOCAM の職員から構成されるコアグループのメンバーは彼ら自身が作
成した教材に特別な愛着を抱き、かつそれを授業で活用するための研修の実施に際して大きな
責任を感じている。 

• 地方にあっては、県・地区教育事務所の技官が本プロジェクトの研修に参加した。彼らは本来
業務の一環として、本プロジェクトで開発された教材がどのように使われているかをモニタリ
ングするとともに、第 2カスケード方式（Appéndice 1参照）の研修講師を務めるなど積極的に
本プロジェクトにかかわったが、彼らのうちの数名は人事異動によって、途中で本プロジェク
ト活動から離れるに至っている。 

技術協力の方法 技術協力の方法や形態はどの程
度適切か。 
ホンジュラス PROMETAM から
の技術支援はどのようなもので
あったか。 
他ドナーや JICA の他のプロジェ
クトとの連携はあるか。 

• 本プロジェクトは、JICA の広域協力の枠組みでホンジュラス共和国算数指導力向上プロジェク
ト（PROMETAM）のフェーズ 2から技術支援を受けている。広域協力は 5カ国（ドミニカ共和
国、エルサルバドル、グアテマラ、ニカラグア及びホンジュラス）の 5 つのプロジェクトから
構成されている。 

• 本プロジェクトは、主にホンジュラスから派遣される日本人専門家から算数指導力向上のため
の技術支援を受けている。彼らが「ド」国を訪問するのは 2 カ月に 1 回くらいのペースで、毎
回の実質的に 3 日間程度の滞在であったが、そのことが障害になったとは考えられない。むし
ろ短期間であってもコアグループのメンバーは集中的して指導を受けることで、必要な知識と
スキルを身につけたといえる。さらにホンジュラスで他国のメンバーとともに研修を受ける機
会（広域研修）を得たことは、彼らの視野を大きく広げることに貢献した。 

• 青年海外協力隊員（JOCV）は、サンティアゴ県 08-05地区内の 6校の小学校にて活動を行って
おり、本プロジェクトで作成された教材を適切に活用するための支援を行っている。また本プ
ロジェクトと密に連絡を取り、それぞれの活動を補完し合っている。 

• USAIDは基礎教育分野において学校運営、算数、読み書きを支援している。対象地域はサント・
ドミンゴ県、ラ・ベガ県、サンティアゴ県の 3 地域である。ただし、サンティアゴ県では、本
プロジェクトで支援している 08-05 地区以外を対象としている。USAID は教師用指導書と教科
書を作成し、これらの活用についてのモニタリングも実施している。したがって、USAID と本
プロジェクトは結果的に、「ド」国における教材の選択肢を増やし、それらをもって基礎教育の
質の向上にそれぞれ貢献しているといえる。 

中間評価での提言の具現化 
 
 
 
 

中間評価で提示された提言はど
の程度具現化されたか。 

中間評価調査では４つの提言がなされた。その後の具現化状況は以下のとおりである。 
1. 教材の位置づけ 
中間評価調査において、児童用作業帳の名称を「Libro de Estudiante」または「Libro de Estudiantes」
にするよう提言された。その後、2009年 9月 16日に開催された合同調整委員会にて「Libro de 
Estudiante」に変更することが決定された。また中間評価調査においては、教育省の評価後、早
期に教材の位置づけを確定することも提言された。現在、教育省は、メキシコに本部のある ILCE



 3

に外部コメントを依頼中である。 
2. 研修のシステム化 
中間評価調査では、研修のシステム化とは「開発された教材を用いた研修を試行し、将来の普
及に向けて、その経験をとりまとめる」ことであるとの認識を日ド双方が共有することが提言
された。目下、プロジェクト終了に向けて研修を実施しつつ、その経験をとりまとめている最
中である。 

3. コアグループの拡大 
中間評価調査では、コアグループのメンバーを７名とすることが提言され、CCCで承認された。
またプロジェクトの円滑な実施のため、今後は作業量に応じた実施体制の強化（人員確保を含
む）も必要であるとの提言がなされた。しかし、この点に関しては既述のとおり、コアグルー
プにおいて活動しているメンバーは実質的に 5名へと減らされている。 

4. コアグループの能力測定 
中間評価調査では、コアグループの能力向上の度合いを測定するための指標として、①教材開
発、②研修実施、③モニタリングの 3 つの能力を指標として設定し、定量的・定性的に測定す
ることが提言された。このうち教材開発、研修実施に関しては、ある程度定量的・定性的な測
定がなされたが、モニタリングに関してはなされていない。その理由は、コアグループのメン
バーが本来業務に多忙となり、モニタリング活動そのものが限定的な範囲でしか実施できてい
ないためである。 
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妥当性：中程度 
評価項目 小項目 調査結果 

政府政策との整合性 プロジェクトの上位目標は国家
の開発計画・政策に合致してい
るか。 

• 2008年 8月に発足した発足したフェルナンデス政権は、現在「国家開発戦略 2010-2030」を作成中
であり、最終的には 2010 年 8 月に同戦略を国会に提出する予定である。したがって、同戦略はま
だ案の段階ではあるが、以下の 4つの戦略的基軸を打ち出している。 
- 基軸 1: 効率的で透明性の高い国家 
- 基軸 2: まとまりのある社会 
- 基軸 3: 革新的で環境持続性のある連結した経済 
- 基軸 4: 環境の持続的管理と気候変動への適切な対処 

• このうち、教育分野に関する政策は基軸 2の中で謳われている。なお、同戦略文書において基軸を
打ち出す前に行われた現状分析において、とりわけ初等レベルの算数と読み書きにおける教育の質
が低い点が指摘されている。 

• また「教育 10 ヵ年計画 2008-2018」及び「教育運営戦略計画 2008-2012」は、ともに質の高い教育
の実現をめざして 10の政策を提示している。 

• 本プロジェクトは、基礎教育レベルの 1-4年生の算数の教師用指導書（GM）と児童用作業帳（CT）
を作成し、必要な研修を実施することによって、教育省の政策を支援するものであり、「ド」国の
開発政策及びニーズと合致している。 

ターゲットグループのニー
ズとの整合性 

プロジェクトはターゲットグル
ープのニーズに合致している
か。 

• 本プロジェクトのターゲットグループは、コアグループのメンバーと、サンチャゴ 08-05地区の 18
校の基礎教育学校の教員、サント・ドミンゴ県、アスア県、サンペドロ・デ・マコリス県の各 1校
（計 3校）の教員である。また同地域の技官も本プロジェクトに密にかかわっている。 

• 教育省カリキュラム局の本来業務は、自ら教材を作成するのではなく、民間企業が作成した教材を
精査し教科書として承認することである。しかし、本プロジェクトでは同省のスタッフが自ら教材
を作成するように設計されている。その点でコアグループのメンバーの多くは当初戸惑ったが、今
では作成のプロセスを通じて多くの知見と能力を身につけることができたと実感しており、プロジ
ェクト活動への参加を肯定的に捉えている。 

• また学校現場においては、教員は算数の指導力の向上に資する教材と研修を強く求めていた。他方、
児童は楽しく学びたいと願いつつも、特に算数に対して恐怖心を抱いていた。 

• こうした状況にあって、本プロジェクトはこうした現場の人々の欲するものに応えようとするもの
であり、ターゲットグループのニーズと合致している。 

日本の ODA 政策との整合
性 

プロジェクトはわが国の ODA
政策及び JICA の国別事業実施
計画と合致しているか。 

• 日本政府は 2002年に発表された「成長のための基礎教育イニシアティブ（BEGIN）」において、開
発途上国の教育の「質」向上への支援を重点事項として位置づけており、理数科教育支援の重要性
を謳っている。 
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  • 2003年 8月に実施された日・ドミニカ共和国現地経済協力政策協議において、わが国の援助重点分

野を 1) 農林水産業、2) 保健、3) 教育、4) 環境、5) 貿易投資促進、6) 観光の 6分野に絞り込むこ
とで先方政府と合意している。またこれを受けて 2007年 3月に改訂された JICA国別事業実施計画
においても、同 6分野を援助重点分野として踏襲している。 

• このように、本プロジェクトは日本の ODA政策とも整合している。 
その他（計画の妥当性に関
する情報・考察等） 

プロジェクトの設計は適切であ
ったか。 

• 本プロジェクトは日ド両国の政策と整合しておりマクロ的な妥当性は高いものの、プロジェクトの
デザインに関して、妥当性及び他の項目の評価を下げる脆さを内包していた。具体的には、「ド」
国内に滞在する日本人長期専門家不在のもとに技術協力プロジェクトを行うことが当初計画され
ていたことである。PDMに記載されている日本側の人的投入はホンジュラスに滞在する日本人専門
家だけであり、彼らが広域協力として行う技術支援に過度に依存したデザインとなっていた。 

• また教育省大臣がプロジェクトのゼネラル・ディレクターを務め、教育省の実務レベルの行政官 5
名がコアグループの多数を占めているものの、カリキュラム局長や基礎教育局長といった中間意思
決定層がプロジェクトに実質的に関与しない構造となっていた。このことが本プロジェクトの教育
省内での認知度を高めることができていない原因の一つになっている。 

• さらにプロジェクトの形成段階で、教科書とは異なる、あくまでも補助教材として CT を作成する
のか、それとも名称は CT（児童用作業帳）であるが実質的には教科書と同等のものを作成するの
かについて、深く議論された形跡はない。この点は中間評価調査にて指摘され、CT の名称変更と
教材の位置づけを早急に確定するよう提言された。これを受けて同教材は 2009年 9月 16日に開催
された合同調整委員会（CCC）にて「Libro de Estudiante」（児童用教科書）に変更することが決定さ
れた。現在、教育省はメキシコに本部のある ILCEに外部コメントを依頼中である。 

 
 
有効性：高い 

評価項目 小項目 調査結果 
プロジェクト目標と成果の
達成度 

プロジェクト目標はどの程度達

成されたか。プロジェクト目標

は、プロジェクトの成果を受け

て達成されたものか。 

• プロジェクト目標は達成された。 
• プロジェクト目標を達成するために、その過程において産出される成果は 2つある。一つ目の成果

である、算数教育（教材開発、研修、モニタリング等）に関するコアグループの能力の向上に関し
ては、ホンジュラスでの広域研修の結果、及び在ホンジュラスの日本人専門家が「ド」国を訪問し
た際に観察・測定した結果、教材開発と研修実施に関する能力については定性的・定量的に一定の
向上が認められた（別添 1 参照）。しかし、モニタリングに関する能力については、モニタリング
自体が限定的な範囲でしか実施されておらず、また測定するためのツールも開発されていないため
に不明である。これらの背景には、コアグループのメンバーが教育省の本来業務に多忙であり、教
材開発と研修までは何とか実施できたものの、学校訪問して教材の活用状況をチェックする時間を
捻出することができなかったという事情がある。 

• 2つ目の成果である、CTと GMのバリデーション版の作成とバリデーションに関しては、既述のと
おりすでに終了している。 
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 プロジェクトの実施によって、

ターゲットグループは便益を享

受したか。 

• 先に述べたとおり、教材作成はコアグループのメンバーの本来業務ではなかったが、今ではむしろ
作成に従事したおかげで、算数の教科内容と指導方法に関するより深い知見を得ることができたこ
とを感謝している。さらに日本やホンジュラスで他国のメンバーと一緒に研修を受ける機会を得た
ことは、彼らの視野を大きく広げることに貢献した。 

• また開発された教材を実際の授業で使う教員に関しては、その導入前に比べて導入後のほうが格段
に教え方が向上したと実感している。 

• サンティアゴ県 08-05地区のパイロット校 6校で活動している JOCV（6名）によれば、教材を非常
に上手に活用している教員もいれば、殆ど活用していないか誤って活用している教員もいるとのこ
とである（ちなみにパイロット校 6 校の教員たちは数回に渡る研修を受講済みである）。さらにコ
アグループのメンバー1 名によれば、同教材を活用した指導力向上のための校内研修をきちんと行
っているのは 1校のみとのことである。 

プロジェクト目標及び成果
の達成のための貢献・阻害
要因 

プロジェクト目標及び成果達成
にかかる阻害・貢献要因は何か。

＜貢献及び阻害要因＞ 
■ 貢献要因 
• 本プロジェクトが「ド」国政府（教育省）、教員及び児童のニーズに対応していること。 
• 広域プロジェクトの形態を取り、域内の他国と経験を共有できたこと。 
• PROMETAMで開発された教材をベースに教材作成を開始することができたこと。 
• 日本の経験に基づいた日本人専門家による適切な指導・助言があったこと。 
■ 阻害要因 
• 「ド」国常駐の日本人専門家なしにプロジェクトが設計されていたこと。 

- JICAはプロジェクト開始後 2年を経てようやく長期の個別専門家を派遣した。  
• 教育省の局長級（中間意思決定層）が本プロジェクトに十分に巻き込まれなかったこと。 

- プロジェクトのゼネラル・ディレクターの大臣は別格として、教育省から本プロジェクトにか
かわったのは実務レベルの技官のみであった。また活動の大半が INAFOCAM と学校等で行わ
れたため、教育省内における本プロジェクトの認知度・ステータスは低いレベルに留まってい
る。こうした事情もあり、コアグループ 7名のうちカリキュラム局所属の 2名は、上司により
途中から本プロジェクトへの参加が認められなくなった。 

 
 
効率性：中程度 

評価項目 小項目 調査結果 
成果を達成するための投入
と活動の適切さ 

成果を達成するための投入と活
動は適切であったか。 
 

• 投入と活動は成果を生み出すことに寄与している。 
• 人材、資機材、経費などの投入はすべてプロジェクトの実施に不可欠な要素となっている。 
• 2005年にスタートした本プロジェクトは、当初、在「ド」国日本人長期専門家とドミニカ共和国人
専任者の不在により、活動の中心をサンチャゴ県 08-05 地区における学校教員の研修モデルの構築
に置いていた。しかし、2006年 3月にプロジェクトが現在のようなデザインに変更されてからは顕
著な進捗が見られる。 
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ドミニカ側投入の適切さ ドミニカ側投入は適切であった
か。 

• 別紙 1に記載のとおり、ドミニカ側の投入は適切に行われている。 

日本側投入の適切さ 日本側投入は適切であったか。 • 別紙 1に記載のとおり、日本側の投入も適切に行われている。 
運営管理の効率性 成果達成に向けて、投入は適切

に運営管理されたか。 
• 本プロジェクトは最大限の成果を生むために国内と域内のリソースをフルに活用している。 
• 他方、「有効性」のテーブルにも既述したとおり、プロジェクトの設計及び運営管理から派生する
幾つかの阻害要因がプロジェクトの効率性に影響を及ぼしている。 

 
 
インパクト：高い 

評価項目 小項目 調査結果 
上位目標達成の見込み 上位目標がプロジェクト終了後

3～5年後に達成される見込みは
あるか。 

• 上位目標は通例プロジェクト終了後 3～5年後に達成される目標と想定されている。しかしながら、
本プロジェクトの場合、上位目標（基礎教育学校の第 1サイクルの教員の算数指導力を向上させる
こと）の一部は以下の理由からすでに達成されているといえる。 

• サンティアゴ県とアスア県の学校の校長及び教員は、本プロジェクトで開発された教材のおかげで
算数の指導力が向上したと実感しており、それまで算数に恐れを抱いていた児童が楽しく学ぶよう
になったと述べている。さらに算数だけに留まらず、児童中心の指導法を他の教科にも応用してい
る述べる教員もいる。 

• 上位目標の指標である算数の授業分析の結果に関して、全体的には大きな変化は認められなかった
が、教師用指導書の効果的な使用に関しては改善傾向が確認された。 

プロジェクト実施によるイ
ンパクトと波及効果 

プロジェクト実施による正負の
影響や波及効果は何か。 

• プロジェクト実施による大きな負の影響は見当たらない。 
• 以下のような正のインパクトが確認されている。 

- サンティアゴ県の La Kanela校の母親たちは、CTが作成されてから、自分たちが子どもの宿題
を手伝うことができるようになったと述べている。その理由は、説明がわかりやすく、挿絵も
かわいくて、自分たち自身が内容を理解しながら楽しく子どもの学習を支援できるようになっ
たからとのことである。 

- こうした定性的なインパクトに加えて、本プロジェクトでは定量的にインパクトを測定した。
本プロジェクトでは 4つの地域の児童を対象に学力テストを実施した結果、教師用指導書（GM）
と児童用作業帳（CT）を使って勉強した児童のほうが、これらの教材を全く使用しないで勉強
した児童よりもテストのスコアが統計的有意差をもって高いということが明らかになった（別
添 2参照）。 

• さらにコアグループのうちの 2名は、本来業務の他に大学で教鞭をとっており、自らの授業で GM
と CTを使っている。1名は成人公開大学（Universidad Abierta de Adultos）で、もう 1名はシバオ・
オリエンタル技術大学（Instituto Tecnologico de Cibao Oriental）の教員養成課程で教材を使っている。

• このように、最終受益者である児童の算数の学力向上に寄与していることが明らかになっているほ
か、教員志望の学生に対して高等教育機関ですでに活用されていることは、同教材が今後大きく全
国で使われる可能性があることを示唆している。 
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自立発展性：中程度 
評価項目 小項目 調査結果 

政策・制度的側面 
 

教育省はどのようにプロジェク
トの成果を最大化し、普及しよ
うとしているか。 

＜教材＞ 
• 既述のとおり教材の内容については現在メキシコに本部のある ILCEで審査中である。審査の結果、

不合格となった場合、さらなる加筆・修正が必要になるが、合格した場合、「ド」国の数ある教材の
中の一つとして教育省によって承認されることが期待される。ただし、CTに関しては、今後名称を
変更し正規の教科書として認定するのか、あくまでも教科書とは別の補助教材として認定されるの
かは現時点では不明である。 

• 教育省は教材を他の地域に広めて行く意思を有しているが、同教材の普及戦略策定が、同省の内部
手続き上、ILCEの外部コメントを参考にする必要があるとの理由により遅れている。 

• 教育省は ILCE の外部評価が良好であった場合、直ちに同教材を他地域に対して印刷・配布するこ
とを口頭で約束した。 

＜研修＞ 
• 教材の適切な活用の普及・定着を図るために、現在 4 対象地域においてカスケード方式の研修が実
施されているが、すべての内容をカバーするためには約 100 時間の研修時間が必要になる見通しで
ある。本プロジェクトの終了までに研修プログラムと補助教材を開発する予定であるが、教材使用
にかかる研修の全体計画は教育省によって作成されていない。 

技術的側面 教育省の組織力とコアグループ
の能力はどの程度強化された
か。 

• 2010 年 2 月までに延べで 53 名が本邦研修や広域研修を受けている。コアグループのメンバーを核
とし、これら研修を受講した人材が現在の職場に継続して勤務する限り、算数教育に関する知識と
経験は教育省内に存続していくものと思料される。 

組織・財政的側面 プロジェクトに関連する財政的
基盤はどの程度確たるものか。

• プロジェクト終了後、どの組織（教育省のどの局か INAFOCAM なのか）が、教材の普及と研修実
施を推進していくのかを整理することが必要である。 

• この点がプロジェクト終了の 2010年 5月までに決定していない場合、必要な予算が確保されず、教
材も十分に使用されなくなることが危惧される。 

 



 

 

別添１ サンチャゴ県及びアスア県の関係者のコメント 

－85－ 

＜教育事務所技官＞ 

 GM と CT には教えるべき内容がと順番どおりに並べられている。 
 GM によって、教員は以前よりも周到に準備をして授業に臨めるようになった。 
 教員は GM に従って教えるべき内容のペース配分ができるようになった。 
 CT はカラフルで絵が載っており、子どもたちも楽しく勉強している。 
 

＜校長及び教員＞ 

 GM は教員が何をどのように教えるべきかがひとつひとつ細かく書いてある。 
 これにより、教員は今何を教え、次に何を教えるか、頭が整理して教えることがで
きる。 

 教材のおかげで教員は子ども一人ひとりの学習進度を確認しながら授業を行うこと
ができるようになった。子どもの成長が見えるようになった。 

 以前は教員にも子どもにも”算数は怖いもの”というイメージがあった。しかし、
GM により教員は新しい教え方と戦略を手に入れることができた。今では子どもたち

は算数の授業を楽しみにしている。 

 教員の中には算数の教え方を他の科目にも応用して、よりよい授業を提供しようと
する者もいる。 

 以前は算数で不合格となり、それが原因のひとつとなって留年する子どもがいたが、
算数で不合格となる子どもの数が減り、留年する子どもの数も減った。 

 

＜母親＞ 

 CT は子どもに勉強したいという気持ちを起こさせる。その理由は以下のとおりであ
る。 

 CT の単元は一連のストーリーになっており、イメージが湧きやすい。 
 サンプルが多く、キャラクターも可愛くて魅力的である。親である自分が見て
も楽しい。 

 ちゃんと説明が書いてあるので、それを読んでいけば自分（母親たち）が子ど
もたちの勉強を手伝うことができる。 

 CT が作成されてから、以前よりも子どもが家の中で勉強するようになった。 
 算数だけでなく、他の教科でも CT が欲しい。 
 



調査概要 

学年 試験日/児童数 Grupo 
“CONTROL” 

Grupo “PROYECTO” 
2007-2008 

Grupo “PROYECTO” 
2008-2009 

試験日 Jan. 2008 Jun. 2008 May. 2009 1年生 
児童数 1,426 1,177 482 
Tempo de Examen Jan. 2008 Jun. 2008 May. 2009 2年生 
Numero de Estudiantes 1,037 800 330 
Tempo de Examen Sep. 2008 ― May. 2009 3年生 
Numero de Estudiantes 638 ― 649 

Tempo de Examen Sep. 2008 ― May. 2009 4年生 
Numero de Estudiantes 679 ― 684 

注: Grupo “Control” とは、教材を全く使っていない児童たちのことである。Grupo “Projecto” 2007-2008とは、2007-08学年度
に、教材を使って授業を受けた児童たちのことである。Grupo “Projecto” 2008-2009とは、2008-09学年度に、教材を使って授
業を受けた児童たちのことである。 
 
調査結果 

 
 

学年 Grupo "CONTROL" Grupo "PROYECTO" 
2007-08 

Grupo "PROYECTO" 
2008-09 

1 年生 39.7% 52.7% 58.8% 

2 年生 16.7% 26.0% 32.6% 

3 年生 28.6%  33.6% 
4 年生 23.0%  27.8% 

Resumen, todos los grados
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第一回本邦研修
（日本の教員養成
研修システム）

ビエンベニーダ・アルタグラシア・バウティスタ
ドローレス・デ・ラ・ロサ・タピア・デ・マンスエータ
マルコス・アントニオ・ゴンザレス・ラミレス
マルセリーナ・ピーニャ・デル・ロサリオ

2005年10月23日
～11月12日

第一回広域在外
研修(ホンジュラ
ス）

マルセリーナ・ピーニャ・デル・ロサリオ
イシドロ・バエス・スエロ
ドローレス・デ・ラ・ロサ・タピア・デ・マンスエータ
オクタビオ・ガラン・セスペーデス
へナロ・マルティン・ビーニャス・デル・ロサリオ

2006年4月24日
～5月5日

第二回本邦研修
(算数教育)

イシドロ・バエス・スエロ
ジオヴァンニ・アルトゥーロ・ラチャペル・マルドナド
オクタビオ・ガラン・セスペーデス
へナロ・マルティン・ビーニャス・デル・ロサリオ

2006年6月11日
～7月6日

第二回広域在外
研修(ホンジュラ
ス)

マルセリーナ・ピーニャ・デル・ロサリオ
イシドロ・バエス・スエロ
オクタビオ・ガラン・セスペーデス
ジオヴァンニ・アルトゥーロ・ラチャペル・マルドナド
ドローレス・デ・ラ・ロサ・タピア・デ・マンスエータ
へナロ・マルティン・ビーニャス・デル・ロサリオ
バシリオ・フロレンティーノ
サンタ・グリベル・アソール・キング

2007年4月23日
～5月4日

第三回本邦広域
研修（算数教育）

オナスィス・アルタグラシア・バウティスタ・バルガス
ブルニルダ・デル・カルメン・ロドリゲス
アレイダ・バウティスタ・フェルナンデス
サンタ・グリベル・アソール・キング

2007年11月11日
～12月8日

第三回広域在外
研修（ホンジュラ
ス）

マルセリーナ・ピーニャ・デル・ロサリオ
イシドロ・バエス・スエロ
オクタビオ・ガラン・セスペーデス
ジオヴァンニ・アルトゥーロ・ラチャペル・マルドナド
ドローレス・デ・ラ・ロサ・タピア・デ・マンスエータ
へナロ・マルティン・ビーニャス・デル・ロサリオ
バシリオ・フロレンティーノ
サンタ・グリベル・アソール・キング

2008年4月28日
～5月3日

第一回技術交換
プログラム（ボリビ
ア）

マルセリーナ・ピーニャ・デル・ロサリオ
ジオヴァンニ・アルトゥーロ・ラチャペル・マルドナド
へナロ・マルティン・ビーニャス・デル・ロサリオ
サンタ・グリベル・アソール・キング

2008年10月6日
～15日

第四回本邦広域
研修（算数教育）

ルルデス・セレステ・ベルトレ

ペドロ・バサン・チレーノ
ロサ・アメリア・ヒメネス・モヒカ

2008年11月16日
～12月6日

第一回PROMECA
対象研修（ホン
ジュラス、オブ
ザーバー参加）

リブラード・タバレス・ロドリゲス

ジョン・ビエンベニード・レイク

ピラデス・アルベルト・フィルポ・ペレス
アンドレス・マリア・バウティスタ

2009年12月1日
～12日

第四回広域在外
研修（ホンジュラ
ス）

マルセリーナ・ピーニャ・デル・ロサリオ
イシドロ・バエス・スエロ
オクタビオ・ガラン・セスペーデス
へナロ・マルティン・ビーニャス・デル・ロサリオ
サンタ・グリベル・アソール・キング

2009年4月20日
～5月1日

第二回技術交換
プログラム（ボリビ
ア）

マルセリーナ・ピーニャ・デル・ロサリオ
イシドロ・バエス・スエロ
オクタビオ・ガラン・セスペーデス
へナロ・マルティン・ビーニャス・デル・ロサリオ
サンタ・グリベル・アソール・キング

2009年10月5日
～14日

研修 参加者
2006年 2007年2007年

期間
2006年2005年



機関 部局 氏名 役職 配置時期

INAFOCAM プロジェクト
調整部

マルセリーナ・ピーニャ プロジェクトコーディネーター 2005年5月

ドローレス・デ・ラ・ロサ 算数担当技官 2005年5月

ジオバニ・ラチャペル 算数担当技官 2006年4月

基礎教育局 サンタ・アソール 技官 2007年1月

イシドロ・バエス COE算数プロジェクトコーディネーター 2006年4月

オクタビオ・ガラン 算数担当技官 2006年4月

サンティアゴ
08－05地区

ヘナロ・ビーニャス カリキュラム開発算数技官（ランクI） 2005年5月

* プロジェクト専任のカウンターパートはヘナロ・ビーニャスのみ

教育省 カリキュラム局

中等教育局



ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 3.　2010年1月14日作成

日本側 ドミニカ共和国側

 実施チーム(+ リーダー)

プロジェクト

JOCV

JOCVによるバリデー
ションへの協力

ドミニカ共和国算数指導力向上プロジェクト実施体制図

合同調整委員会 (* 委員長, ** 副委員長)

広域プロジェクト JICAドミニカ共和国 教育省 国家教員養成研修機関

チーフアドバイザー 事務所長 教育大臣* 長官**

カリキュラム局長
教員養成研修部長教育技術問題担当次官

国際協力室長
基礎教育局長

アスア01、サンペドロ05、
サンティアゴ08、サントドミンゴ15

地方教育事務所長

ｱｽｱ03－01、ｻﾝﾍﾟﾄﾞﾛ05－02、
ｻﾝﾃｨｱｺﾞ08-05、ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ15-03

地区教育事務所長

08-05地区
コーディネーター

フィールド調整員
（プログラムオフィサー）

算数教育専門家
（広域プロジェクト）

基礎教育プログラム
強化専門家

INAFOCAM
プロジェクトコーディネーター+

 (1名)

ローカルコンサルタント 教育省
カリキュラム局算数技官(2名)
中等教育局算数技官（2名）

基礎教育局技官（1名）
グラフィックデザイナー

サンティアゴ08-05地区
バリデーションチーム

(1-3名)

生徒「

バリデーション
11校教員

チリ校教員

初等教育技官 技官 技官 技官

6校の生徒 11校の生徒 生徒 生徒

JOCV
パイロット6校教

員
プエルトリコ校

教員
ロス・ホビー
ジョス校教員

学習帳・指導書
の修正・作成

バリデーション

03-01地区
（アスア）

05-02地区
（S.P.マコリス）

15-03地区
（サントドミンゴ）

コアグループ

バリデーション版学習
帳・指導書の配布
研修の実施

内容修正に関する
フィードバック・意見

情報・意見 下書き・相談

バリデーション実施校



（至09年11月、年度合計）
（単位：ペソ）

2005 2006 2007 2008 2009

一般業務費 767,127.33 405,030.46 945,191.62 1,241,065.11 694,799.76 4,053,214.28

教材印刷 0.00 0.00 1,344,385.78 2,732,795.09 2,433,854.40 6,511,035.27

謝金・報酬 0.00 402,186.76 1,518,102.89 523,772.37 363,994.51 2,808,056.53

会議費 17,086.17 0.00 154,089.00 14,160.00 283,400.00 468,735.17

出張等旅費 8,568.88 300,195.41 411,118.00 863,415.58 606,522.37 2,189,820.24

供与機材・携行機材費 28,046.10 356,448.73 127,018.00 0.00 0.00 511,512.83

合計 820,828.48 1,463,861.36 4,499,905.29 5,375,208.15 4,382,571.04 16,542,374.32
RD$=￥3.644 RD$=￥3.70 RD$=￥3.178 RD$=￥2.772 RD$=￥2.548
US$=￥117.24 US$=￥119.78 US$=￥106.18 US$=￥97.95 US$=￥90.87
(2006年3月統制レート） （2007年3月統制レート）（2008年3月統制レート）（2009年3月統制レート）（2009年11月統制レート）

支出項目
項目ごと合計

年度



供与・調達日
時

管理番号 物品名 物品詳細 数量 単価 総額 設置場所 使用状況 管理状況 Nota

5-May-05 コンピューター HP d220 Micro Tower 1 US$1,190.00 US$1,190.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰｵﾌｨｽ 使用中 良好

5-May-05 コピー機 Imagerunner 2870 1 US$14,184.00 US$14,184.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰｵﾌｨｽ 使用中 良好

5-May-05 ビデオカメラ Cámara digital Sony de Video DCR-HC30 1 US$900.00 US$900.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰｵﾌｨｽ 未使用 故障 修理不能

5-May-05 書類用スチールファイル Duramax 4 gvtas color crema para folders 81/2x14 2 RD$6,678.00 RD$13,356.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰｵﾌｨｽ 使用中 良好

5-May-05 USBメモリー Pen Drive Jundrive de 256 MB USB 1 US$75.00 US$75.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰｵﾌｨｽ 使用中 良好

5-May-05 FAX Faxphone B95 1 US$200.00 US$200.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰｵﾌｨｽ 未使用 良好 電話回線設置待ち

5-May-05 UPS UPSCDP 500 Vatios 1 US$70.00 US$70.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰｵﾌｨｽ 未使用 良好
INAFOCAMの建物全体に無低電源装
置を敷設したため使用の必要なし

5-May-05 ソフトウェア MS Office 2003 PRO OEM 1 US$390.00 US$390.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰｵﾌｨｽ 使用中 良好

5-May-05 FAX Faxphone B95 1 US$200.00 US$200.00 サンティアゴ08-05地区教育事務所 未使用 故障 修理不能

5-May-05 ノートパソコン HP NX9010 1 US$1,700.00 US$1,700.00 サンティアゴ08-05地区教育事務所 未使用 故障 修理不能

5-May-05 コピー機 Imagerunner 2870 1 US$14,184.00 US$14,184.00 サンティアゴ08-05地区教育事務所 未使用 故障 修理不能

5-May-05 ディスプレイ Versatol DA-LITE 60" x 60" 1 US$235.00 US$235.00 サンティアゴ08-05地区教育事務所 使用中 良好

5-May-05 デジタルカメラ Cámara Sony Cyber-Shot DSC-W1 digital 1 US$550.00 US$550.00 サンティアゴ08-05地区教育事務所 未使用 故障 修理不能

5-May-05 メモリースティック 128 MB p/cámara Sony 1 US$95.00 US$95.00 サンティアゴ08-05地区教育事務所 使用中 良好

5-May-05 プロジェクター Epson Powerlite S1+ 1 US$1,750.00 US$1,750.00 サンティアゴ08-05地区教育事務所 使用中 良好

5-May-05 ソフトウェア MS Office 2003 PRO OEM 1 US$390.00 US$390.00 サンティアゴ08-05地区教育事務所 未使用 良好 HP NX9010にインストール

Nov-'05 プリンター HP Laser JET 3550 (Nov-05) 1 US$895.00 US$895.00 サンティアゴ08-05地区教育事務所 未使用 故障 修理不能

Nov-'05 プリンター用シートフィーダー Duplexado para copiadora IR2870 (Nov'05) 1 RD$38,610.00 RD$38,610.00 サンティアゴ08-05地区教育事務所 未使用 良好 IR2870が故障したため未使用

Nov-'05 プリンター用排紙トレー Para copiadora IR2870 (Nov-05) 1 RD$50,130.00 RD$50,130.00 サンティアゴ08-05地区教育事務所 未使用 良好 IR2870が故障したため未使用

May-'05 非常用電源 3600W 24V Automático Xantrex DR3624 5 RD$40,417.05 RD$202,085.25 サンティアゴ08-05地区教育事務所 使用中 良好 教育事務所とﾊﾟｲﾛｯﾄ校に供与

May-'05 非常用電源用バッテリー 6V 220A 20 Hras ciclo prfundo Energy Battery 40 RD$2,064.66 RD$82,586.40 サンティアゴ08-05地区教育事務所 使用中 不良 教育事務所とﾊﾟｲﾛｯﾄ校に供与

5-May-05 書類用スチールファイル 18x36x72 color crema tres paneles 1 RD$7,724.10 RD$7,724.10 パイロット校 (M.A.Jimenez) 使用中 良好

5-May-05 書類用スチールファイル 18x36x72 color crema tres paneles 1 RD$7,724.10 RD$7,724.10 パイロット校 (J.A.Bermudez) 使用中 良好

5-May-05 書類用スチールファイル 18x36x72 color crema tres paneles 1 RD$7,724.10 RD$7,724.10 パイロット校 (Pastor Abajo) 使用中 良好

5-May-05 書類用スチールファイル 18x36x72 color crema tres paneles 1 RD$7,724.10 RD$7,724.10 パイロット校 (S.M.Porres) 使用中 良好

5-May-05 ノートパソコン HP NX9040 1 US$1,700.00 US$1,700.00 サンティアゴ08地域教育局 使用中 良好

5-May-05 パソコン HP d220 Micro Tower 1 US$1,190.00 US$1,190.00 サンティアゴ08地域教育局 使用中 良好 ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸが壊れたものの、修理済

5-May-05 プリンター HP5650 Deskjet 1 US$145.00 US$145.00 サンティアゴ08地域教育局 使用中 良好

5-May-05 UPS CDP 500 Vatios 1 US$70.00 US$70.00 サンティアゴ08地域教育局 未使用 故障 修理不能

5-May-05 プロジェクター Epson Powerlite S1+ 1 US$1,750.00 US$1,750.00 サンティアゴ08地域教育局 使用中 良好

5-May-05 ディスプレイ Versatol DA-LITE 60" x 60" 1 US$235.00 US$235.00 サンティアゴ08地域教育局 使用中 良好

5-May-05 書類用スチールファイル Duramax 4 gvtas color crema para folders 81/2x14 1 RD$6,678.00 RD$6,678.00 サンティアゴ08地域教育局 使用中 良好

5-May-05 デジタルカメラ Cámara Sony Cyber-Shot DSC-W1 digital 1 US$550.00 US$550.00 サンティアゴ08地域教育局 使用中 良好

5-May-05 メモリースティック 128MB p/Samara Sony 1 US$95.00 US$95.00 サンティアゴ08地域教育局 使用中 良好

5-May-05 ソフトウェア MS Office 2003 PRO OEM 2 US$390.00 US$780.00 サンティアゴ08地域教育局 未使用
PCﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸが壊れた際に教育局のｿ
ﾌﾄｳｪｱをｲﾝｽﾄｰﾙしたため未使用

15-Nov-06 コンピューター Pentium D945, 3.40 GHZ, Disco Duro:120 GB 2 US$844.83 US$1,689.66 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ 使用中 良好

15-Nov-06 ディスプレイ Dell negros 17" crt 2 US$81.90 US$163.80 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ
一台 使用中,
一台 未使用

良好
作業効率向上のため22インチ液晶ディ
スプレーを購入したので未使用

15-Nov-06 ソフトウェア Adobe Illustrator CS2 1 US$553.45 US$553.45 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ 使用中 良好

15-Nov-06 ソフトウェア Adobe InDesign CS2 1 US$775.86 US$775.86 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ 使用中 良好

15-Nov-06 ソフトウェア Adobe Photshop CS2 1 US$672.41 US$672.41 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ 使用中 良好

15-Nov-06 ソフトウェア Corel Draw 1 US$270.00 US$270.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ 使用中 良好

15-Nov-06 プリンター HP Laserjet 2600N Color 1 US$301.72 US$301.72 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ 使用中 良好



15-Nov-06 プリンター HP Laserjet 1320 BLK 1 US$301.72 US$301.72 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ 使用中 良好

15-Nov-06 コピー機 Canon Imagerunner 2020 1 US$5,940.00 US$5,940.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ 使用中 良好

23-Mar-07 コンピューター Processor: Intel pentium D 512 MB , display 17" 2 US$900.00 US$1,800.00 教育省ｶﾘｷｭﾗﾑ局 使用中 良好

23-Mar-07 ノートパソコン 512 MB 80 GB Intel Core Duo Processor 1 US$1,020.00 US$1,020.00 教育省ｶﾘｷｭﾗﾑ局 使用中 良好

4-Jul-07 JI07-001 ディスプレイ KDS 22" LCD Wide Screen 1 RD$14,800.00 RD$14,800.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ 使用中 良好

9-Jul-07 JI07-002 ディスプレイ Acer 19" LCD Wide Screen 1 RD$6,000.00 RD$6,000.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ 使用中 良好

20-Jul-07 JI07-003 シュレッダー GBC-CC175, 08-09 papeles 1 RD$3,500.00 RD$3,500.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ 使用中 良好

19-Oct-07 JI07-004 コンピューター DELL GX320 1 RD$33,408.00 RD$33,408.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ 使用中 良好 ﾏｳｽとワイヤレスキーボード付き

10-Mar-08 JI07-005 ラップトップコンピューター Dell Vostro 1400 1 RD$35,450.00 RD$35,450.00 サンティアゴ08－05地区教育事務所 使用中 良好

10-Mar-08 JI07-006 ソフトウェア MS Office 2003 1 RD$8,500.00 RD$8,500.00 サンティアゴ08－05地区教育事務所 使用中 良好

18-Mar-08 JI07-007 プリペイド式携帯電話 Sony Ericsson K200a 1 RD$1,495.00 RD$1,495.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ 使用中 良好

20-Mar-08 JI07-008,009 USBメモリー Sony Micro Vault 8GB 2 RD$4,218.00 RD$8,436.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ 使用中 良好

24-Mar-08 JI07-010 デジタルカメラ Casio Exilim EX-Z1080 1 RD$13,293.00 RD$13,293.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ 使用中 良好

24-Mar-08 JI07-011 メモリースティック Sony MSX-M1GST 1 RD$1,293.00 RD$1,293.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ 使用中 良好

24-Mar-08 JI07-012 SDメモリーカード PNY 2GB 1 RD$843.00 RD$843.00 INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｽ 使用中 良好

US$57,011.62

供与済機材 RD$551,360.05

機材管理者氏名

San Martín de Porres Beatríz Acosta, directora

José Armando Bermúdez Eddy Rosa, director
Pastor Abajo José Escaño, director

パイロット校
Miguel Angel Jiménez Altagracia Ynfante, directora

サンティアゴ08地方教育事務所長 Luiza Rosario, Técnica, Dirección Regional de Educación 08, Santiago
サンティアゴ08-05地区教育事務所 Olivia Batista, Coordinadora, Distrito Educativo 08-05

INAFOCAMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰｵﾌｨｽ Marcelina Piña, Coordinadora del proyecto

教育省ｶﾘｷｭﾗﾑ局 Dolores de la Rosa, Técnica del area de matemática, Dirección General de Currículo, SEE
Nobuaki Kiya, Experto JICAINAFOCAMプロジェクトオフィス
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木屋信明 基礎教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ強化 2007年5月22日～2009年5月21日

村田敏雄 研修システム 2006年2月4日～2006年3月6日

関谷武司 教育評価 2006年10月23日～27日

夏坂哲志 授業改善 2007年10月9日～18日

西方憲広 チーフアドバイザー 2006年2月26日～3月3日

西方憲広 チーフアドバイザー 2006年11月22日～25日

西方憲広 チーフアドバイザー 2007年1月29日～2月1日

阿部しおり 算数教育 2007年3月5日～8日

西方憲広 チーフアドバイザー 2007年5月28日～6月2日

丹原一広 副総括/業務調整 2007年5月28日～6月2日

阿部しおり 算数教育 2007年6月24日～28日

西方憲広 チーフアドバイザー 2007年8月27日～31日

西方憲広 チーフアドバイザー 2007年10月15日～20日

西方憲広 チーフアドバイザー 2007年11月6日～10日

阿部しおり 算数教育 2007年12月17日～19日

西方憲広 チーフアドバイザー 2008年3月24日～29日

西方憲広 チーフアドバイザー 2008年5月25日～28日

西方憲広 チーフアドバイザー 2008年9月14日～19日

西方憲広 チーフアドバイザー 2008年11月3日～7日

西方憲広 チーフアドバイザー 2009年1月12日～15日

阿部しおり 算数教育 2009年3月12日～18日

村田敏雄 チーフアドバイザー 2009年4月5日～9日

村田敏雄 チーフアドバイザー 2009年9月14日～19日

太田美穂 業務調整／授業モニタリング 2009年9月15日～17日

阿部しおり 算数教育 2009年12月9日～17日

2006年 2007年 2008年 2009年2005年

長期専門家

広域専門家業務出張

氏名 指導科目 期間

短期専門家



POの項目毎の進捗状況 計画

 （期間：2006年4月～2009年12月） 実施

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

1年

2年

3年

4年

1年

2年

3年

4年

1年

2年

3年

4年

2009年2006年 2007年 2008年

2-1-2. PROMETAM教材の内容を
分析する

1-5. プロジェクトの進捗状況に関する広報
活動を行う

1-4. ガイドブックやマニュアル等の文書の作
成や、INAFOCAMによる算数能力の現代
化研修を通じて、プロジェクトの研修やフォ
ローアップの経験を体系化する

1-3. 通信手段を使って、広域プロジェクト参
加国のコアグループメンバーと経験を共有
する

1-2. 広域プロジェクトによって実施される教
材作成、研修、モニタリング等に関する研修
に参加する

1-1. プロジェクトに関する活動を計画する
活動

2-1-1. 国定カリキュラムを分析する

2-1-3. ドミニカの現状に適したバリ
デーション版の指導書と学習帳を
作成する



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

1年

2年

3年

4年

1年

2年

3年

4年

1年

2年

3年

4年

1年

2年

3年

4年

1年

2年

3年

4年

1年

2年

3年

4年

活動

2-2-2.  パイロット校教員、サンティ
アゴ08－05地区教育事務所算数
技官、初等教育技官を対象に、バ
リデーション版指導書および学習
帳の使用法に関する研修を実施す
る

2-2-1. バリデーションの手順を計
画する

2009年2008年2007年2006年

2-2-6. 調査結果に基づき指導書と
学習帳の内容を改訂する

2-2-5. バリデーション協力校にお
ける調査結果を分析する

2-2-4. バリデーション校において調
査を行う（授業観察、インタビュー、
会議など）

2-2-3. 研修を受けた教員が指導書
と学習帳を用いて算数の授業を行
う
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